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10年後に安心して生活できる町をつくるために
シリーズ 第４弾 高齢者支援係

　６月22日㈬に第３回目の立科町地域支援づくり懇話会を開催し、自分の住む地域で何ができるか知恵を出
し合いました！皆さんの地域ではどうでしょうか？

地域にあったらいいこと・やりたいこと
・  通院・買い物などの外出支援 
（デマンド、玄関から玄関まで）、通学支援

・雪かき、ちょっとした大工、草刈（ワンコインで）
・ゴミだし（ワンコインまたは年間契約で）
・配食（365日）
・おふくろの味レストラン
・  地域ごとに気兼ねなく集まれる場（趣味を学べる場、相談を聞いてくれる場、お母さんの交流の場、健康

教室、気軽におしゃべりが楽しめる場、子供が学校帰りや休みのときに寄れる場など）がほしい
・安否確認、見まわり交流
・支え合いの組織をつくりたい
・薬剤師さんが訪問・薬の届ける時に相談
・  施設を開放し、地域の方が施設のマシーンを活用し運動できるようにしたり、施設職員が地域に出かけて

いき勉強会を開催
・「福祉」を学校の総合的学習に取り入れる
・信州型コミュニティスクール（地域の方が学校へ、作品の発表など）
・障がい者とともに旅行

地域でできそうなこと
・話し相手
・紙芝居、読み聞かせ、童謡、昔の遊び、麻雀、トランプ、花札、囲碁、写真教室
・文化祭で寸劇、歌、手芸、絵、写真の発表
・戦争・地元の歴史や生活の知恵などの伝承
・おふくろの味・食文化の伝承
・交流会（お茶飲み）
・近所の声掛け

こんな意見もありました
・役割を持つと張りあいがでる
・地域に出ると社会・地域の動きを知ることができる
・空き家・空き店舗の利用ができる
・人と関わると思いやりが生まれ活動につながったり、脳が活性化する、元気になる
・定期的な集まりになれば、お互いに気にかけて助け合えるつながりができる

　集う場所がほしいという意見が多く聞かれました。できることから進めていかれるように具体的に検討し
ていきたいと思います。
　住民向けに地域の支援体制づくりについてのシンポジウムを開催します。
●日　時：８月19日㈮　午後１時30分～３時30分
●場　所：立科町老人福祉センター集会室
　詳しい内容は、全戸配布チラシをご覧ください。
　町民の声をもとに支援体制を考えていきたいと思いますので、ご家族・ご近所お誘い合わせのうえ、大勢
の皆様のご参加をお待ちしております。子育て中の方や障がいをもった方もお気軽にご参加ください。
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　立科中学校PTA資源回収について町民の皆様にお知らせします。
　中学校PTA資源回収を、本年度も下記のように実施いたします。町民の皆様には毎年多大なご協力を
いただき、お陰様で生徒の諸活動に大変役立たさせていただいております。本年度もご理解の上、ご協
力をいただきますようお願い申し上げます。

●アルミ缶
・スチール缶は回収しません。混ぜて出さないようにお願いします。
・缶は、縦につぶさないで出してください。（すでにつぶしてある缶も回収します。）
●ビール瓶
・中身は空にして王冠は取ってください。瓶が欠けているものは集められません。
・大瓶、中瓶（地ビール瓶・小瓶は集めません）のみの回収です。
●ビールケース
・ケースのみでも結構です。瓶がケースいっぱいにならなくても結構です。
●古新聞紙・新聞広告
・  まとめる大きさは４つ折でも８つ折でも構いません。紐で束ねてください。新聞広告は新聞に挟ま

れてくる広告のみでお願いします。
　薄い雑誌やホチキスで留めてあるものは入れないでください。
　雨にあたる場合があるので必ず当日の朝、出してください。
●雑誌・段ボール
・紐で束ねてください。
・段ボールは段ボールのみでまとめてください。雑紙は回収しません。

日　　時

地区の生徒とPTAで収集にうかがいます。
※  ただし、蓼科牧場、中尾、美上下、茂田井、山部、虎御前、蟹窪、日中、立石、大深山、姥ヶ懐、

石川、藤沢、真蒲地区は公民館前に、平林地区はゴミステーションにお願いします。

回収方法

アルミ缶、ビール瓶、ビールケース、古新聞紙・新聞広告、雑誌、段ボール
（アルミ廃材、アルミサッシ、アルミホイール、銅製品、鉄の廃材、自転車、農機具などは回収しません。）

回収物の種類

お問合せ先　　立科中学校　電話 56－1076　有線 2250　担当　清水　浩

９月３日㈯　午前６時30分までにお出しください

×資源を出していただくときのお願い

★雨天順延の際は有線及びきずなネットでご連絡します。順延の場合は９月10日㈯実施です。

立科中学校PTAより 資源回収のお願い

××
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補正された主な内容

歳　入
・長野県衛星系防災行政無線更新支援事業補助金……………………………………………………… 256万３千円
・コミュニティ助成事業補助金………………………………………………………………………………… 260万円
・森林造成事業補助金（平成27年度事業補助金繰越分）…………………………………………………… 800万円
・前年度繰越金………………………………………………………………………………………………… 3,500万円

歳　出
・保育所運営検討委員会……………………………………………………………………………………… ６万３千円
・総合防災訓練事業…………………………………………………………………………………………… ９万７千円
・遊休荒廃地農地復旧事業…………………………………………………………………………………………21万円
・観光宣伝ポスター印刷製本………………………………………………………………………………………22万円
・蓼科第二牧場看板修繕……………………………………………………………………………………………43万円
・消火栓更新等負担金…………………………………………………………………………………………71万７千円
・立科小学校給食室厨房床修繕………………………………………………………………………………45万４千円
・ふるさと納税管理システム整備……………………………………………………………………………73万５千円
・保育所遊具修繕等……………………………………………………………………………………………94万１千円
・コミュニティ助成事業補助金（平成28年度２地区採択：除雪機購入等）……………………………… 260万円
・下水道事業特別会計繰出金…………………………………………………………………………… 1,784万２千円

一般会計補正予算の概要は、次のとおりです。

補正予算額　4,667万２千円　予算総額は、45億1,967万２千円予算

立
科
町
議
会
６
月
定
例
会

　
立
科
町
議
会
６
月
定
例
会
が
６
月
３
日
か
ら

14
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
８
名
の
議
員
よ
り
、
町
政
運

営
の
現
状
や
課
題
、
新
た
な
事
業
の
展
開
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
を
は
じ
め
と
し
て
、
町
長
よ
り
提
案

し
ま
し
た
議
案
６
件
、
認
定
１
件
に
つ
い
て
慎

重
な
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

●特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
　概要：地域おこし協力隊員の報酬を定めるための改正。
●立科町町税条例の一部を改正する条例
　概要：地方税法の改正に伴う軽自動車税の改正。
●平成28年度立科町一般会計補正予算（第２号）　外補正予算３件
●立科町町道路線の認定　１路線（野方　お宮西線　320ｍ）

可決された議案
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高齢者支援係

　町では、長年にわたり社会に貢献された高齢者のみなさんを敬愛し、長寿をお祝いするため、敬老の日の式典
を次のとおり開催いたします。当日は式典の他、演芸会やお楽しみ会等を行いますので、皆様のご参加をお待ちし
ております。参加につきましては、８月に開催通知を老人クラブの支部長よりお配り致しますので、支部長まで出
席のご連絡をお願い致します。（※　老人クラブの無い地区につきましては、民生児童委員よりご連絡致します。）

敬老の日式典開催のお知らせ

開催日時　　９月19日㈪　敬老の日
　　式　典　　　　　午前10時～
　　お楽しみ会等　　午前11時～（予定）

開催場所　　立科町体育センター
参加対象者　町内の70歳以上の高齢者の皆様

　平成28年度式典の対象となる皆様（本年度、100歳・99歳・88歳の方）につきましては、町より別途ご案内
状をお送り致しますので、よろしくお願い致します。

御祝対象者（式典招待者）　　100歳高齢者、99歳高齢者（白寿）、88歳高齢者（米寿）

＊  なお、今年も送迎バスが各地
区を回りますので、できるだ
けバスをご利用ください。運
行時間につきましては、各地
区の老人クラブ支部長等を通
じてお知らせ
いたします。

平成28年度　敬老の日　御祝対象者の皆様

膝・腰の痛い人のためのプール教室参加者募集
　膝や腰が痛くて悩んでいる方や激しい運動はできないという方、プールは膝や腰に負担なく運動ができます。
運動指導士が効果的な運動を指導します。ゆっくり温水プールで体を温めたり、ストレッチしたりすることで心
と体の健康づくりにお役立てください。役場から温泉アクティブセンターまで送迎も致しますので、大勢の皆様
のご参加をお待ちしています。

●対象者　65歳以上で介護保険を利用していない方
●日　時　全６回　８月29日㈪、９月12日㈪、９月26日㈪、
　　　　　　　　　10月３日㈪、10月17日㈪は午前開催（９時～11時30分頃まで）
　　　　　　　　　10月31日㈪は午後開催（１時～３時30分頃まで）　

●内　容　役場集合・出発　⇒　アクティブ到着・体調チェック・着替え　⇒
　　　　　　　　　　　　 20分　　　 　　　　　25分
　　　　　プールで運動・温まる　⇒　着替え　⇒　アクティブ出発　⇒　役場着
　　　　　　　45分～１時間　　　　　15分　　　　　　　　　　  20分
●場　所　ケアポートみまき温泉アクティブセンター
●講　師　温泉アクティブセンター　健康運動指導士
●持ち物　水着、水泳キャップ、バスタオル、水分補給用のお茶等
●費　用　１回　1,310円程度（プール使用料1200円と保険料110円程度）
●申込み　８月３日㈬～８月19日㈮　地域包括支援センター　有線 2311　電話 56－2311までご連絡ください。　
　　　　　※教室の内容、日程は変更になることがあります。
　　　　　お願い：持病がある方は、主治医にご相談の上、お申込みください。

地域包括支援センターです！こち ら 高齢者支援係

地域包括支援センター・高齢者支援係



熊本地震災害義援金を被災地へ送りました！
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７
月
３
日
佐
久
合
同
庁
舎
駐
車
場
を
会
場
に
、
北
佐
久

消
防
協
会
が
主
催
す
る
大
会
が
開
催
さ
れ
、
ポ
ン
プ
操
法

大
会
の
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に

町
分
団
、
ま
た
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
に
は
各
分
団
か
ら
の

選
抜
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
ラ
ッ
パ
隊
が
立
科
町
の
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
惜
し
く
も
県
大
会
出
場
は
逃
し
ま
し
た
が
、
練
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

出
場
選
手
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

ポ
ン
プ
操
法
大
会

●
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

主
将　
　
宮
澤
卓
二

指
揮
者　
武
重
公
大

１
番
員　
青
木
真
悟

２
番
員　
瀧
澤
寿
年

３
番
員　
小
松　
潤

４
番
員　
今
井
優
貴

補
欠　
　
竹
重
真
一
、
松
田
裕
己

●
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

主
将　
　
栁
澤
英
行

指
揮
者　
今
井
秀
樹　

１
番
員　
瀧
澤
寿
年

２
番
員　
佐
藤　
光

３
番
員　
土
屋
岳
彦

補
欠　
　
竹
重
真
一
、
松
田
裕
己

●
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

第49回消防ポンプ操法・
第30回消防ラッパ吹奏大会に出場

北佐久消防協会
庶務係

小型ポンプ操法ラッパ吹奏

指
揮
者　
今
井
総
一
郎

吹
奏
者　
田
中
辰
也
、
今
井
克
郎
、
笹
井
拓
也
、
工
藤
大
一
郎
、
宮
下
淳
一
、

　
　
　
　
永
井
慎
也
、
大
森
祥
吾
、
櫻
井　
誠
、
保
科
大
輔
、
浦
野
正
紀
、

　
　
　
　
小
林
俊
信
、
橋
詰
克
己
、
児
玉
陽
輔
、
山
浦
宏
章
、

大
太
鼓　
齋
藤
久
美

小
太
鼓　
山
越
寛
也

シ
ン
バ
ル　
村
田
昌
司

補
欠　
　
翠
川
浩
平
、
朝
比
奈
雅
和
、
永
井　
敦

ポンプ車操法

　４月14日から始まった熊本地震で被災された方々を支援するため、町と社会福祉協議会で義援金を募ったと
ころ、多くの町民皆さま、企業、各種団体より義援金が寄せられました。
　６月30日で義援金の受付けを終了しましたが、町と社会福祉協議会を合せて542,534円の義援金が集まり、日
本赤十字社を通じて被災地へ送らせていただきました。
　皆さまの温かいご支援、ありがとうございました。
　また、町では、４月20日にアルファ米（乾燥米飯）1,000食分を東信地区の市町村とトラックで熊本市に送る
とともに、80万円の公費義援金を町村会経由で、熊本県町村会へ送りました。
　今もなお、不安な日々を過ごされている被災地の皆さんに謹んでお見舞い申し上げますとともに、一日も早い
復興を心よりお祈り申し上げます。
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水
を
大
切
に
！

　
立
科
町
の
水
道
は
湧
水
を
水
源
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
水
は
、
私
た
ち
が
健
康
で
明
る
く
快
適
な
生
活
を
営

む
う
え
で
、
欠
か
せ
な
い
大
切
な
資
源
で
す
。

　
食
器
洗
い
・
洗
面
時
に
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な

い
、
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
に
再
利
用
す
る
な
ど
、
限

り
あ
る
資
源
で
あ
る
水
を
上
手
に
活
用
す
る
た
め
、
節

水
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

い
つ
で
も
で
き
る
漏
水
確
認

　
宅
地
内
の
漏
水
は
、
思
わ
ぬ
出
費
に
つ
な
が
り
ま
す
。

し
か
し
、
水
道
管
は
、
地
面
の
中
に
埋
設
さ
れ
て
い
る

た
め
、
自
分
で
は
わ
か
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

ご
家
庭
の
水
道
が
漏
水
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、

メ
ー
タ
ー
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
ど
な
た
に
で
も
簡
単

に
わ
か
り
ま
す
。

︿
確
認
方
法
﹀

①
ご
家
庭
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
る
。

②  
外
壁
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
の
右
上
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
動
き
を
見
る
。

※  

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
る
場
合
は
、
漏
水
し
て

い
ま
す
。

　

  

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
立
科
町
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
か
上
下
水
道
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

➡
（外壁などに設置してあるカウンター） （パイロット）

お問合せ先　建設課　上下水道係
電話56－2311　有線2311

８
月
１
日
は「
水
の
日
」

８
月
１
日
〜
７
日
は「
水
の
週
間
」で
す

上
下
水
道
係

福祉係

▶  ひとり親のご家庭は、子育てと生計を１人で担わなければならず、生活上のさまざまな困難を抱えています。
特に子どもが２人以上いるひとり親のご家庭は、より経済的に厳しい状況にあるため、第２子の加算額と第
３子以降の加算額を増額することにしました。

▶  また、今回は特に経済的に厳しい状況にあるひとり親のご家庭に重点を置いた改善を目的としているため、
それぞれのご家庭の所得に応じて加算額が決定されます。

★  ８月は現況届の月です。児童扶養手当・特別児童扶養手当受給者の皆様にはお知らせをいたしますので、受
付期間内の届出にご協力をお願いいたします。詳しくは、役場福祉係へお問合せください。

「児童扶養手当」の加算額が変わります
　平成28年８月１日から「児童扶養手当法」の一部が改正され、児童扶養手当の第２子の加算額および第３
子以降の加算額が変更されます。

平成28年８月から 平成29年４月から

加算額が、増額されます。
【第２子】月額５千円→最大で月額１万円に
【第３子以降】月額３千円

→最大で月額６千円に

物価スライド制を導入します。
物価の上下に合わせて支給額が変わる「物
価スライド制」を、児童扶養手当の加算額
にも導入します。

加算額の増額の目的と内容（平成28年８月から）
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暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
雨
不
足
に

よ
り
ダ
ム
の
貯
水
率
が
低
下
し
て
い
る
関
東
地

域
で
は
、
６
月
に
は
29
年
ぶ
り
と
な
る
取
水
制

限
が
出
さ
れ
た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
冬
季
の
極
端
な
降
雪
量

不
足
そ
し
て
梅
雨
時
期
の
少
雨
な
ど
で
、
水
不

足
を
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
蓼
科
山
に
広

が
る
豊
か
な
森
が
も
た
ら
す
「
蓼
科
の
水
」
に

潤
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
立
科
土
地
改
良
区
と
川
西
土
地
改

良
区
連
合
の
水
神
祭
に
お
い
て
、
塩
沢
堰
・
宇

山
堰
源
水
・
女
神
湖
（
赤
沼
）
を
訪
れ
、
六
川

長
三
郎
勝
家
翁
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
業
績
が
、

地
域
の
皆
さ
ま 

の
ご
努
力
に
よ
り
今
日
ま
で
引

き
継
が
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に
、
改
め
て
、
そ

の
業
績
の
偉
大
さ
に
感
服
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
も
学
校
や
地
域
で
、
地
域
の

方
々
か
ら
話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
や
源
水
や
堰

を
見
学
す
る
こ
と
な
ど
、
先
人
の
偉
業
に
触
れ

る
機
会
も
あ
り
、
郷
土
愛
を
育
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

　
田
畑
に
潤
い
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
湧

水
１
０
０
％
の
水
道
水
と
し
て
私
た
ち
の
暮
し

を
支
え
る
蓼
科
の
水
、
ま
た
、
蓼
科
山
の
雄
大

な
自
然
に
囲
ま
れ
た
観
光
地
を
、
未
来
に
向
け

て
継
承
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
心

に
誓
う
と
と
も
に
、
今
年
の
農
作
物
の
豊
作
を

願
う
も
の
で
す
。

新
し
い
風
（
町
長
コ
ラ
ム
）
⑩

米
村
匡
人

日　時　９月４日㈰　午前10時～午後３時
場　所　クリーンレイク諏訪　（諏訪市豊田湖畔　豊田終末処理場）

平成28年度 諏訪湖浄化・環境保全促進イベント

諏訪湖 ふれあいまつり 2016

みんなでつくろう、未来の諏訪湖

　■ 地元小川地区による「子ども木遣り」の実演
　　・地元の学校やサークルによるステージ発表
　■ 環境保全・自然保護活動の展示・発表
　■ クリーンレイク諏訪の施設見学
　■ 地域マスコット出演予定・カレンダー作成
　■ お楽しみ広場・お楽しみ抽選会（各市町村の特産品等の抽選）
　■ その他

主　催　“諏訪湖ふれあいまつり2016”実行委員会
お問合せ先：長野県諏訪湖流域下水道事務所　電話0266－58－2955

※内容は、変更になることもあります。

開催イベント

ホームページ  諏訪湖流域下水道事務所   検索扌
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１．水に溶けないもの（衣類、紙おむつ、生理用品、ビニール、木片、ガム、タバコの吸殻等）
排水管や下水道管の詰まりや、ポンプの故障の原因となります。

２．てんぷら油やサラダ油などの廃油
排水が下水道管内で石鹸等と化合して固まり、詰まりの原因となるほか、
処理機能が低下します。

３．野菜くず
排水管が詰まり溢れる恐れがあります。また、処理の妨げとなります。

４．農薬、殺虫剤などの薬品
下水道施設は微生物により汚水をきれいな水へ処理しています。 
この微生物に悪影響を与え、放流水質に影響がでます。

５．ガソリン、灯油、軽油等の燃料やシンナーなどの揮発性の
高い危険物
処理機能の低下や爆発など、重大な事故となります。

※全てにおいて、排水管及び下水道マンホールで溢れる原因となります。
　また、下水道施設の水処理おいて、悪影響があり、放流水質に影響がでます。　

上下水道係下水道使用について

流してはいけないもの、流してはいけない理由

×
×

下水道への早期接続のお願い

　公共マスを設置後まだ接続いただいていない方は、地域の環境保全と快適な
生活環境づくりのために、早期に下水道へ接続いただきますようお願い申し上
げます。

櫻井石材有限会社
長和町古町4459 （長門バイパス沿い）
☎0268-68-3859 FAX0268-68-4444

お墓Q&A ◇各種ご質問にお答えしますので、お気軽にお問い合わせください。

墓石・記念碑・石工事一式

お墓参りで注意することってありますか？
お供え物には、注意が必要です。腐敗してシミになったり、カラスなどが散らかします。
もっとも注意したいのは、金属（缶）です。サビが墓石に染み込んでしまい、消えない汚れ
になってしまいますのでご注意下さい。

立科町では、地域経済の活性化を図るため、民間企業等の広告を有料で掲載しています。《お問合せ先；総務課財政係》

×
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■堆肥化処理施設の紹介
　広報たてしな７月号で掲載しました“循環型社会の形成”「生ごみ堆肥化事業」でありますが、生ごみの中
間処理については、長和町が運営する堆肥化処理施設に生ごみを搬入することで、現在、調整を進めております。
　この長和町の堆肥化処理施設は、生ごみに牛糞等を混ぜ好気発酵により熟成させることにより堆肥を作りま
す。熟成にかかる期間は約５～６ヶ月程度。完成する堆肥の成分分析では、熟成度が高く堆肥として速効性が
あるとともに、加里（K₂O）の含有量もあるため、甘い果実の栽培に適しています。

環境保健係

住　民

たい肥完成

搬出（各集積所）

※時間が経つと水とCO2に分解する自然に優しい性質を持つプラスチック

野菜、花き
等

収　　穫

農地還元

希望者
へ配布

生 ご み
堆 肥 化
処理施設

破砕・撹拌
牛糞・おが粉
と混合

好気発酵
（５～６ヶ月）

循環型社会の形成

収　　集

好気発酵による自然
発酵と切り返し方式
で、堆肥化処理する

生 ご み 専 用 袋 使 用
【※生分解性プラスチック】

・指定袋には必ず記名する。　
・ごみ集積所への搬入時間は、当日の午前８時30分まで。

・農薬等の容器は収集できません。JA等により適切に処分してください。
　※  不燃ごみは破袋後粉砕処理されますが、様々な物が混入しているため、手作業によりさ

らに分別されます。この時、農薬等の容器が混入していると、粉砕した際に農薬等が飛
散し大変危険です。厳重に注意してください。

ごみ分別・搬出のルール

「生ごみ堆肥化事業」について vol.2

　長和町は平成24年度からこの施設の稼働を開始し、完成した堆肥は希望する町民に無料で提供しています。
　立科町においても平成29年度に生ごみの分別収集を開始し、秋頃から堆肥の提供ができるよう計画中であ
ります。

　この処理施設のニックネームは“くるりん”です。

　年間250ｔの生ごみを処理する能力があります。

➡
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　胃がんは、早期発見・早期治療が可能です。自覚症状がなくても、定期的に検診を受けることをおすすめし
ます。立科町では下記の日程で、今年も胃検診を行います。
　既にお申込みをされている方には、７月下旬に問診票等をお送り致しましたが、これからでも検診の申込は
可能です。胃検診の受診を希望される方は、お早めに環境保健係まで電話でお申込みください。

環境保健係胃検診・追加申込のお知らせ

　
健
康
診
断
を
受
け
て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
以
下
メ
タ
ボ
）
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？ 

メ
タ
ボ
と
は
、
お
な
か
ま
わ
り
に
つ
く
内
臓
脂

肪
の
蓄
積
に
加
え
て
、
脂
質
異
常
、
高
血
圧
、
高
血
糖

と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
の
危
険
因
子
を
２
つ
以
上
も
っ

て
い
る
状
態
。
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
状

態
を
放
っ
て
お
く
と
動
脈
硬
化
を
急
激
に
悪
化
さ
せ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
メ
タ
ボ
を
予
防
・
改
善
す
る
カ
ギ
は
食
生
活
と
運
動
。

今
月
は
そ
の
う
ち
の
食
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

食
生
活
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
よ
う

●  

１
日
３
食
、
規
則
正
し
く
食
べ
る
。
朝
食
や
昼
食
を

抜
か
な
い

●
腹
八
分
目
を
心
が
け
、
食
べ
過
ぎ
な
い

●
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

●
お
菓
子
や
甘
い
も
の
を
控
え
、
買
い
置
き
は
し
な
い

●  

外
食
す
る
場
合
は
単
品
メ
ニ
ュ
ー
を
避
け
、
副
菜
の

つ
い
た
定
食
物
を
選
ぶ

●  

お
酒
を
飲
む
場
合
は
、
つ
ま
み
に
野
菜
中
心
の
低
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
も
の
を
選
び
、
飲
ん
だ
後
に
脂
っ
こ
い

も
の
を
食
べ
な
い
。
飲
み
過
ぎ
ず
、
早
め
に
切
り
上

げ
る

環境保健係

みんなでみんなで

食
育

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
・
解
消
す
る
に
は
…

生
活
習
慣
の
改
善
が
大
切
で
す
!!

実施期間：８月26日㈮～９月１日㈭　５日間（土日除く）
受付時間：午前７時～９時まで
対象年齢：50歳以上（受診間隔：２年に１回、原則偶数年齢の方）
検診会場：老人福祉センター（受付は玄関内です）
検査方法：胃レントゲン撮影（バリウム検査）
検診料金：1,000円
◎上記の対象外でも、30歳以上の方であれば、事前の電話申込で受診ができます!!

～２人に１人が「がん」にかかる時代です！～

検診を受けられない方
・妊婦・妊娠の可能性がある方、又は不妊治療中の方。
・胃の手術をされている方。
・バリウムにアレルギーのある方、及び以前にバリウム検査で気分が悪くなった経験がある方。
・ひどい便秘症の方。
・  検査時に自分で体の向きを変えられない方、飲食物でむせたことのある方は、集団検診でなく、専門医での

検査をお勧めします。
※  集団検診で毎年精密検査対象となる方は、集団検診が適当でない場合がありますので、かかりつけ医師とご

相談ください。

がん検診 定期的に

受けていますか？

◆対象年齢・受診間隔が下記のとおり変更されています！

◆変更された理由
　胃がんの原因となるピロリ菌等による感染症が減り、40代の胃がん罹患率が減少、死亡率も検診導入当時の
1/5となり国のがん検診の指針が改正されためです。

胃検診（内視鏡検査）を病院で実施した場合…（医療保険適応外）
町では、6,000円を上限に検診費用の一部を助成します。詳しくは環境保健係へお問合せください！

H28年度から、胃検診が変わりました。
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【権現の湯マレットゴルフ大会】
開催のお知らせ

　いつも権現の湯をご利用いただき誠にありがとうございます。
　第10回となります「権現の湯マレットゴルフ大会」を次の日程で開催いたします。
日　　時　９月９日㈮　午前８時30分～（受付午前８時～）
場　　所　権現山マレットゴルフ場
参 加 費　1,000円（昼食弁当・入浴券付）
申込締切　９月２日㈮
募集人数　150名（定員になり次第締め切ります。）
　　　　　（マレットゴルフクラブ会員の皆様は地区役員さんに申込みください。）
　たくさんの景品をご用意し皆様のご参加をお待ちしています。

権現の湯営業日について
　権現の湯は、お盆の期間中（13日～16日）通常営業しております。
※８月11日は木曜日ですが、休まず営業いたします。
　ご家族、ご親戚の皆さん等、大勢の皆様のご来館をお待ちしております。

第10回
権現の湯
から
お知らせ

権現の湯　電話56－0606　有線4126

１　参加資格
　⑴　元気で動ける犬で登録と狂犬病予防注射を実施済みであること
　⑵　混合ワクチン接種済みの犬であること
　⑶　全課程に参加できる犬及び飼育者であること
　⑷　動物愛護会佐久支部会員であること（受講当日に入会可）

３　申込み期間　８月26日㈮から９月２日㈮まで

４　募 集 人 員　30名（申込み順）

５　受　講　料　5,000円（動物愛護会年会費
1,000円を含む）

６　教室の内容
　⑴　学科講習
　　  知っておきたい動物の法律、犬の習性・生理と病気の知

識、しつけのポイントとしつけ方教室の注意事項など。
　⑵　実技講習
　　  飼い主にとって望ましい行動を上手にほめることによっ

て、望ましい行動を増やしていくしつけ。

佐久保健福祉事務所内 動物愛護会佐久支部事務局　電話 0267－63－4191

「犬のしつけ方教室」
受講者募集

お申込み・お問合せ先

平成28年度

２　開催日程
秋期教室 日　程 時　間 場　所

学科講習（開講式） ９月11日㈰ ９：30～12：00 佐久合同庁舎401号会議室
実技講習　第１回
　　　　　第２回
　　　　　第３回
　　　　　第４回
　　　　　第５回
（閉講式）　第６回

９月18日㈰
９月25日㈰
10月９日㈰
10月16日㈰
10月23日㈰
10月30日㈰

９：30～11：30 佐久合同庁舎駐車場

権現の湯
ホームページ
リニューアル
しました



８月は、滞納徴収月間です
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紫
外
線
が
強
く
な
る
季
節
は
６
月
～
８
月
と

い
わ
れ
て
お
り
、
紫
外
線
を
浴
び
す
ぎ
る
と
健

康
に
様
々
な
影
響
が
生
じ
ま
す
。

　
ま
だ
日
差
し
の
強
い
日
が
続
き
ま
す
。
晴
天

率
の
高
い
立
科
町
で
紫
外
線
対
策
を
活
用
し
快

適
に
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

紫
外
線
に
よ
る
体
へ
の
影
響

　
紫
外
線
は
「
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
作
る
の

を
助
け
る
」
大
事
な
働
き
を
す
る
一
方
、
紫
外

線
に
当
た
り
す
ぎ
る
こ
と
で
「
日
焼
け
」「
シ

ミ
・
し
わ
」「
皮
膚
が
ん
」「
目
の
病
気
（
白
内

障
・
翼
状
片
な
ど
）」
な
ど
起
こ
し
や
す
く
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

紫
外
線
の
浴
び
す
ぎ
を
防
ぐ
に
は
?!

①  

紫
外
線
の
強
い
時
間
帯
を
さ
け
る
（
正
午
前

後
・
太
陽
が
一
番
高
く
上
が
る
時
に
最
も
強

く
な
り
ま
す
）

②
日
陰
を
利
用
す
る

③
日
傘
を
使
う
、
帽
子
を
か
ぶ
る

④
衣
服
で
覆
う

⑤
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
る

夏
の
紫
外
線
対
策

環境保健係

保
健
ニ
ュ
ー
ス

⑥
日
焼
け
止
め
を
上
手
に
使
う

　
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　  
く
も
り
や
雨
の
時
、
紫
外
線
は
少
な
い
で

す
か
？

Ａ　  
快
晴
の
時
に
比
べ
る
と
、
う
す
曇
り
の
場

合
は
約
80
～
90
％
、
く
も
り
は
約
60
％
、

雨
は
約
30
％
。

Ｑ　
水
の
中
で
は
日
焼
け
し
な
い
？

Ａ　  

水
は
わ
ず
か
し
か
紫
外
線
を
防
い
で
く
れ

ま
せ
ん
。
水
面
は
紫
外
線
を
反
射
し
ま
す
。

Ｑ　
冬
の
紫
外
線
は
危
険
で
は
な
い
？

Ａ　  

冬
は
紫
外
線
は
弱
い
が
、
雪
に
よ
る
反
射

で
２
倍
近
い
量
を
浴
び
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
…

　
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
「
紫
外
線　
環
境

保
健
マ
ニ
ュ
ア
ル　
２
０
１
５
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
今
回
の
内
容
も
一
部
抜
粋
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　税金の未納は、ありませんか？
　税金を滞納すると督促状などを発送して自主納付を促していますが、その後納付や連絡がなく滞納状態が続
くと、税の公平性を保つため、税法の規定に基づき滞納処分を執行します。
　税金は、納期限内に納付をお願いします。
　納税相談も随時実施していますので、ご相談ください。

税務係

お問合せ先　総務課税務係　電話 56－2311（内線 213・214）

滞納処分の例 　給与……勤務先に給与の支払い状況を調査し、差押えます。
 預貯金…金融機関に預貯金の調査を実施し、差押えます。

参考

紫外線対策（紫外線環境保健マニュアルより抜粋）

6－7 強い 日中は出来るだけ日陰を利
用しましょう。出来るだけ
長袖のシャツ、日焼け止め、
帽子を利用しましょう。

3－5 中程度

1－2 弱い 安心して戸外で過ごせます。
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H27長野県の紫外線量（気象庁ホームページより）
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Ａ
男
と
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
晩
秋
の
権

現
山
グ
ラ
ン
ド
で
し
た
。
数
年
前
、
立
科
町
の

中
間
教
室
で
、
中
学
生
と
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
大
学
生
、
教
育
相
談
員
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
当
時
、
中
学
１
年
生

だ
っ
た
Ａ
男
が
参
加
し
た
の
で
す
。

　
後の

ち

に
、
Ａ
男
の
苦く

難な
ん

の
成
長
期
を
懸け

ん

命め
い

に
支

え
た
母
親
か
ら
お
聴き

き
し
た
こ
と
で
す
が
、
Ａ

男
は
、
グ
ラ
ン
ド
に
入
る
前
、
少
し
遠
く
に
駐と

め
た
車
の
中
か
ら
、
グ
ラ
ン
ド
内
の
様
子
を

じ
っ
と
見
つ
め
、
迷
い
悩
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
は
、
自
分
が
安
心
し
て
い
ら
れ
る
「
居い

場ば

所し
ょ

」
な
の
か
…
…
。
そ
こ
に
は
、
自
分
を
理
解

し
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
か
…
…
。
そ
こ
で
も

ま
た
、
小
学
生
の
こ
ろ
の
よ
う
に
、
心
な
い
言

葉
を
投
げ
つ
け
ら
れ
、
傷
つ
く
の
で
は
な
い
か

…
…
。

　

当
時
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
の
固こ

着ち
ゃ
く

化か

し

た
人
間
関
係
に
悩
み
、
欠
席
が
多
く
、
登
校
し

て
も
教
室
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
Ａ
男

に
と
っ
て
、
初
め
て
の
環か

ん

境き
ょ
うや
同
世
代
の
子
と

の
交ま

じ

わ
り
は
非
常
に
不
安
で
し
た
。

　
Ａ
男
は
、
そ
ん
な
自
分
と
何
と
か
し
て
決
別

す
る
た
め
に
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
加
わ
る
決

意
を
し
、
実
行
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
Ａ
男
は
、
中
学
校
を
卒
業
す
る

ま
で
、
折
々
に
中
間
教
室
に
通
い
ま
し
た
。

　
中
学
卒
業
後
の
進
路
も
随ず

い

分ぶ
ん

悩
み
、
心
配
し

ま
し
た
が
、
自
分
で
志
望
し
た
Ｂ
高
校
に
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ａ
男
は
、
Ｂ
高
校

で
は
、
小
学
校
や
中
学
校
と
は
打
っ
て
変
わ
っ

た
学
校
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
３
カ
年
精せ

い

勤き
ん

で
、

学
業
成
績
も
向
上
し
、
安
定
し
た
の
で
す
。

　
高
校
在
学
中
も
Ａ
男
は
、
時
々
、
中
間
教
室

に
顔
を
出
し
ま
し
た
。
Ｂ
高
校
卒
業
後
、
Ａ
男

と
母
親
が
、「
将
来
、
中
間
教
室
の
体
験
を
生

か
し
た
職
業
に
就つ

き
た
い
と
考
え
、
Ｃ
大
学
に

進
学
し
ま
し
た
。
中
間
教
室
が
な
か
っ
た
ら
、

ど
う
な
っ
て
い
た
か
…
…
。」
と
語
っ
た
よ
う

に
、
立
科
町
中
間
教
室
が
、
Ａ
男
に
と
っ
て
安

心
し
て
活
動
で
き
る
「
居
場
所
」
に
な
っ
た
の

で
す
。

　
Ａ
男
は
、
運
動
が
好
き
で
、
児
童
館
の
館
長

先
生
並
び
に
厚
生
員
の
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援

の
下も

と

、
中
学
生
や
高
校
生
と
一
緒
に
、
ま
た
、

時
に
は
教
育
相
談
員
と
一
対
一
で
、
野
球
や
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
な
ど
を
し

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
に
関
し
て
、
Ａ
男
が
中
学

３
年
の
と
き
、
学
級
担
任
の
Ｄ
先
生
が
、「
中

間
教
室
で
、
教
育
相
談
員
や
児
童
館
の
方
と
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心
を
開
い
て
い
る
か
ら
な
の

で
し
ょ
う
か
、
学
校
で
も
気
持
ち
が
と
て
も
安

定
し
て
い
ま
す
。」
と
語
り
ま
し
た
。

　
筋き

ん

力り
ょ
くが
強
く
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
ボ
ー
ル
を
野

球
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
よ
う
な
モ
ー
シ
ョ
ン
で
投

げ
、
教
育
相
談
員
を
驚き

ょ
う

嘆た
ん

さ
せ
ま
し
た
。

　
卓
球
の
、
左
足
を
思
い
っ
き
り
踏
み
込
ん
で

打
つ
ス
マ
ッ
シ
ュ
も
豪ご

う

快か
い

で
、
老
生
は
、「
新

幹
線
ス
マ
ッ
シ
ュ
」
と
畏お

そ

れ
て
い
ま
し
た
。
決

ま
る
と
、
ま
ず
返
球
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
微び

細さ
い

な
形
状
を
判
別
す
る
眼が

ん

力り
き

が
鋭す

る
どく

、
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
や
グ
ラ
ン
ド
で
、
四
つ
葉
の

ク
ロ
ー
バ
ー
を
次
々
に
見
つ
け
、
必
死
に
探
し

て
も
見
つ
か
ら
な
い
老
生
に
、
さ
り
げ
な
く
手

渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。（
こ
の
四
つ
葉
の
ク

ロ
ー
バ
ー
は
、
狭
苦
し
い
自
室
に
あ
る
机
の

マ
ッ
ト
の
下
で
押
し
葉
に
な
り
、
今
も
老
い
の

大
切
な
「
お
守
り
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

　
ま
た
、
あ
る
と
き
、
Ａ
男
が
、「
あ
っ
、
早

送
り
マ
ー
ク
だ
。」
と
、
児
童
館
の
玄
関
上
部

の
壁か

べ

を
指ゆ

び

差さ

し
ま
し
た
。
目
を
こ
ら
し
て
、
そ

の
指
先
の
方
向
を
よ
く
よ
く
見
ま
す
と
、
よ
う

や
く
３
匹
の
蛾が

が
行ぎ

ょ
う

儀ぎ

良
く
並
ん
で
い
る
の
が

見
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
テ
レ
ビ
画
面

で
よ
く
視み

る
３
倍
速
の
早
送
り
マ
ー
ク
で
し
た
。

　
こ
の
と
き
も
、
絶ぜ

つ

妙み
ょ
うな

比ひ

喩ゆ

に
大
笑
い
し
ま

し
た
が
、
巧た

く

ま
ざ
る
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
居
合

わ
せ
た
人
を
ど
っ
と
笑
わ
せ
る
こ
と
が
何
度
も

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
Ａ
男
で
し
た
が
、
中
学
２
年
の
半な

か

ば

ご
ろ
ま
で
は
、
教
育
相
談
員
に
も
鋭す

る
どく

尖と
が

っ
た

「
矢
」
を
何
本
も
放
ち
ま
し
た
。

　
卓
球
で
、
ネ
ッ
ト
イ
ン
や
エ
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で

老
生
が
得
点
し
ま
す
と
、
そ
の
都つ

度ど

、「
ち

え
っ
、
大
人
の
く
せ
に
卑ひ

怯き
ょ
うだ
。」
と
つ
ぶ
や

き
、
真
夏
の
炎
天
下
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
し

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

教育委員会相談時間等

●立科小学校/午前９時～午前11時30分 
　電話 56－3131 （呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時～午後５時
　電話 56－1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前 11時40分～午後１時30分
　電話 56－0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日

 子どもの「良心」に響
ひび

く
いじめの指導と支援

～中学時代、立科町中間教室に
通い続けたＡ男からの伝

メッセージ
言～
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の
体
験
や
思
い
を
お
聴
き
す
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
折
の
お
話
を
、
非
常
に
苦
し
い

小
・
中
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
Ａ
男
か
ら
の

伝メ
ッ
セ
ー
ジ言と

し
て
、
今
現
在
、
不
登
校
や
い
じ
め
に

悩
み
苦
し
ん
で
い
る
子
と
親お

や

御ご

さ
ん
、
い
じ
め

行
為
を
繰
り
返
し
て
い
る
子
、
そ
の
子
の
養
育

責
任
を
担に

な

っ
て
い
る
親
御
さ
ん
、
そ
し
て
、
先

生
方
に
お
伝
え
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

○
小
学
生
の
こ
ろ
、
深し

ん

刻こ
く

な
成
長
上
の
課
題
を

抱か
か

え
て
苦
し
ん
で
い
た
Ａ
男
に
、
心
な
い
言

葉
を
浴あ

び
せ
て
い
た
子
た
ち
の
多
く
は
、
そ

れ
が
い
じ
め
行
為
で
あ
る
と
い
う
自
覚
は
乏

し
い
と
思
う
。
し
か
し
、
や
ら
れ
た
側
は
い

つ
ま
で
も
そ
の
屈く

つ

辱じ
ょ
く

的
な
行
為
を
忘
れ
な

い
…
…
。
も
し
今
も
い
じ
め
行
為
を
繰
り
返

し
て
い
る
子
が
い
る
な
ら
ば
、
絶
対
に
止や

め

て
ほ
し
い
。
特
に
、
保
育
園
か
ら
中
学
校
ま

で
の
10
数
年
間
、
狭
い
集
団
で
過
ご
す
立
科

町
で
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一い

っ

旦た
ん

こ
じ
れ
た
児
童
・
生
徒
の
人
間
関
係
を
修し

ゅ
う

復ふ
く

す
る
の
は
極き

わ

め
て
難む

ず
かし

く
、
そ
の
固
着
化
し

た
関
係
が
何
年
も
続
く
か
ら
だ
。

○
教
師
は
、
全
面
的
に
い
じ
め
ら
れ
た
子
の
立

場
に
立
っ
て
、
対
応
と
支
援
を
丁て

い

寧ね
い

に
、
細

や
か
に
、
親
身
に
、
粘ね

ば

り
強
く
行
う
べ
き
だ
。

　
だ
が
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
の
切
な
さ
や

不
安
な
ど
を
理
解
で
き
な
い
薄う

す

っ
ぺ
ら
な
正

義
感
と
人
権
感
覚
で
、
通
り
一い

っ

遍ぺ
ん

の
説せ

つ

諭ゆ

や

型か
た

通ど
お

り
の
道
徳
授
業
、
指
導
と
い
う
名
の
下

姿
勢
か
ら
正
座
に
居い

ず
ま
い
を
正
し
ま
し
た
。

「
足
、
痛
い
で
し
ょ
う
？ 

崩く
ず

さ
な
い
？
」
と

言
っ
て
も
、
正
座
を
続
け
、
眼ま

な
こを
き
り
っ
と
見

開
い
て
老
生
の
話
に
耳
を
傾か

た
む
け
て
い
ま
し
た

…
…
。

　
話
が
終
わ
っ
た
と
き
、
Ａ
男
は
、
痺し

び

れ
て
す

ぐ
に
立
ち
上
が
れ
な
い
両
足
を
さ
す
り
な
が
ら
、

「
そ
う
で
す
よ
ね
。
第
一
、
狙ね

ら

っ
て
エ
ッ
ジ

ボ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
イ
ン
な
ん
て
打
て
ま
せ
ん
よ

ね
。」
と
言
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
Ａ
男
の
足
の
痺
れ
の
回
復
を
待
っ

て
、
卓
球
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
エ
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
イ
ン
は

卓
球
に
は
付つ

き

物も
の

で
す
の
で
、「
今
の
は
狙
っ
た

わ
け
で
は
な
い
で
す
よ
ね
？
」「
う
う
ん
、
今

の
は
狙
っ
た
ん
だ
よ
。
ご
め
ん
、
ご
め
ん
。」

「
あ
っ
、
す
み
ま
せ
ん
。
さ
っ
き
の
お
返
し
で

す
。」
と
、
丁ち

ょ
う

々ち
ょ
う

発は
っ

止し

の
や
り
と
り
が
繰く

り
広

げ
ら
れ
、
Ａ
男
の
歯
車
と
老
生
の
歯
車
が
少
し

く
噛か

み
合
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
３
ヶ
月
ほ
ど
前
、
Ａ
男
と
母
親
か
ら
、
当
時

て
い
た
と
き
は
、
コ
ー
ス
上
に
あ
る
老
生
の

ボ
ー
ル
を
、
何
度
か
コ
ー
ス
外
に
打
ち
飛
ば
し

ま
し
た
。

　
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
老

生
が
、
軽け

い

妙み
ょ
うな

つ
っ
こ
み
合
い

4

4

4

4

4

4

を
期
待
し
、
葉

を
ち
ぎ
っ
て
、「
う
わ
ぁ
！ 
す
ご
い
の
を
見
つ

け
た
。
二
つ
葉
だ
。
こ
れ
は
も
っ
と
す
ご
い
！ 

ほ
ら
っ
、
一
つ
葉
だ
。」
と
言
っ
た
と
き
も
、

う
ん
ざ
り
し
た
表
情
を
隠か

く

さ
ず
、
ま
こ
と
に
冷

や
や
か
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
と
き
、
ど
う
接
し
た
ら
よ
い
の

か
、
悩
み
ま
し
た
が
、
卑
怯
な
手
を
使
っ
て
ま

で
勝
と
う
と
い
う
気
は
毛も

う

頭と
う

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
の
一
点
だ
け
は
Ａ
男
に
伝
え
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
教
育
相
談
の
場
に
お
い
て
は
、
全
面
的

に
受じ

ゅ

容よ
う

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、「
駄
目
な

も
の
は
駄
目
。
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。」
と
す
る
壁
に
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

対
決
的
に
指
導
す
る
こ
と
も
、
教
育
相
談
員
の

大
切
な
役
割
と
考
え
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
あ
る
日
、
児
童
館
の
体
育
館
の
床

に
座
っ
て
、
話
し
込
み
ま
し
た
。

　
「
私
は
ズ
ル
を
し
て
ま
で
Ａ
男
君
に
勝
ち
た

い
な
ん
て
、
全
く
考
え
て
い
な
い
よ
。
い
つ
も
、

Ａ
男
君
が
、
思
い
っ
き
り
運
動
し
て
、
心
地
よ

い
汗
を
た
く
さ
ん
流
し
て
、
気
持
ち
も
ス
ッ
キ

リ
で
き
れ
ば
…
…
、
と
願
っ
て
い
る
よ
。
だ
か

ら
、『
卑
怯
だ
。』
と
言
わ
れ
る
と
、
と
て
も
残

念
な
気
持
ち
に
な
る
ん
だ
。」

　
話
し
始
め
る
と
、
Ａ
男
が
あ
ぐ
ら
の
よ
う
な

に
半は

ん

強き
ょ
う

制せ
い

的
に
書
か
せ
た
謝し

ゃ

罪ざ
い

の
手
紙
に

よ
っ
て
一い

っ

件け
ん

落ら
く

着ち
ゃ
く…
…
、
と
い
っ
た
教
師
が

い
る
。
さ
ら
に
、
配は

い

慮り
ょ

を
著

い
ち
じ
るし
く
欠
い
た

指
導
に
よ
っ
て
、
教
師
の
目
の
届
か
な
い
と

こ
ろ
で
、
報ほ

う

復ふ
く

的
な
い
じ
め
行
為
が
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
に
無む

頓と
ん

着ち
ゃ
くな
教
師
が
い
る
。
子

ど
も
は
、「
勇ゆ

う

気き

を
出
し
て
正せ

い

義ぎ

告こ
く

発は
つ

し
よ

う
。」
と
言
わ
れ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
教
師

に
は
固
く
口
を
閉と

ざ
す
。
─
い
じ
め
の
指

導
は
、
子
ど
も
の
「
良り

ょ
う

心し
ん

」
に
響ひ

び

か
な
け
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
実じ

っ

効こ
う

は
な
い
。

○
教
育
相
談
員
に
放
た
れ
た
「
矢
」
に
つ
い
て

訊き

く
と
、
現
在
は
大
学
生
の
Ａ
男
が
、「
よ

く
は
覚
え
て
い
な
い
の
で
す
が
、
あ
の
こ
ろ

は
、
い
つ
も
何
か
に
苛い

ら

々い
ら

し
て
い
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
悪わ

る

気ぎ

な
ど
は
な
く
、

若わ
か

気げ

（
？
）
の
至い

た

り
で
し
た
。
本
当
に
失
礼

し
ま
し
た
。」
と
答
え
た
。
当
時
、
Ａ
男
の

胸
中
に
は
、
小
学
生
の
と
き
の
辛つ

ら

い
体
験
を

ふ
と
思
い
出
し
た
と
き
の
や
り
切
れ
な
さ
と

怒
り
、
学
習
に
対
す
る
焦あ

せ

り
、
高
校
進
学
の

不
安
、
教
師
不
信
な
ど
が
激
し
く
渦う

ず

巻ま

い
て

い
た
の
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
相
談

員
と
し
て
の
自
分
は
、
自
己
満
足
の
「
壁
」

で
し
か
な
か
っ
た
…
…
。
申
し
訳
な
さ
と
恥は

ず
か
し
さ
を
覚
え
、
児
童
・
生
徒
の
、
耳
に

聞
こ
え
る
言
葉
や
目
に
見
え
る
態
度
、
表
情

だ
け
に
と
ら
わ
れ
る
と
、
そ
の
時
、
そ
の
場

に
お
け
る
「
そ
の
子
理
解
」
が
で
き
な
い
こ

と
を
、
あ
ら
た
め
て
自じ

戒か
い

し
た
。
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姉
妹
都
市

オ
レ
ゴ
ン
市
に
行
っ
て

阿
部
　
玲
己

　
私
達
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
西
海
岸
の
オ
レ

ゴ
ン
州
に
立
科
町
の
派
遣
事
業
と
し
て
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　
海
外
旅
行
ど
こ
ろ
か
、
立
科
町
か
ら
出
る
機

会
す
ら
少
な
い
私
に
と
っ
て
、
初
め
て
の
海
外

経
験
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
い
う
形
で
訪
れ
ま

し
た
。

　
私
は
普
段
か
ら
人
見
知
り
の
性
格
で
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
達
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
し
て
い
く
た
め
に
私
が
幼
少
か
ら
学
ん
だ

英
語
が
通
じ
る
か
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
達
と
初
め

て
対
面
し
た
時
、
い
き
な
り
英
語
で
話
さ
れ
た

の
で
、
焦
り
と
緊
張
で
頭
が
真
っ
白
に
な
り
、

無
言
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
達
は
と
て
も
優
し
く
、

私
の
気
持
ち
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
い
た
の
か
、

身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
交
え
た
ゆ
っ
く
り
英
語
で
会

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
交
え
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
楽
し

く
会
話
す
る
事
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
ツ
ア
ー
や
バ
ン
ク
ー
バ
ー
砦
国

立
史
跡
な
ど
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
が
オ
レ
ゴ
ン
市
で
一
番
印
象
深
か
っ
た

場
所
は
マ
ル
ト
ノ
マ
滝
で
す
。
高
さ
百
八
十
九

メ
ー
ト
ル
か
ら
水
が
落
ち
て
く
る
様
子
は
立
科

町
に
な
い
景
色
で
し
た
。

　
ま
た
、
オ
レ
ゴ
ン
市
は
周
辺
が
美
し
い
自
然

に
囲
ま
れ
て
い
て
、
歴
史
や
文
化
が
と
て
も
深

く
感
じ
ら
れ
、
立
科
町
と
共
感
で
き
る
事
が
今

回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
分
か
り
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
ウ
ェ
ー
バ
ー
家
の
友

人
の
子
供
達
、
シ
ド
ニ
ー
と
ラ
イ
リ
ィ
ー
に
ア

メ
リ
カ
の
ゲ
ー
ム
を
教
え
て
も
ら
っ
た
事
、
日

本
で
は
体
験
出
来
な
い
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
一
緒

に
や
っ
た
事
は
私
の
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
オ
レ
ゴ
ン
市
に
行
っ
て
日
本
と
は
異
な
る
文

化
に
触
れ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
は
、
現
在
の
私
の
英
会
話
力
を
初
め

て
確
か
め
る
貴
重
な
体
験
で
も
あ
り
、
今
後
の

私
の
人
生
に
お
い
て
も
、
一
生
の
宝
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
と
は
違
う
果
て
し
な

く
雄
大
な
大
自
然
を
自
分
の
目
で
見
た
事
で
、

私
の
海
外
へ
の
関
心
が
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

い
つ
か
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
以
外
の
国
々
へ
行
き
、

色
々
な
人
達
に
出
会
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
こ
の
よ
う
な
派
遣
事
業
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
立
科
町
の

方
々
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
達
に
は
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
思
い
を
忘
れ
ず
に
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
生
か
し
て
い
け
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

オ
レ
ゴ
ン
市

派
遣
事
業
に
参
加
し
て

井
上
　
野
恵

　
私
は
三
月
十
九
日
に
立
科
役
場
を
出
発
し
、

オ
レ
ゴ
ン
市
へ
行
き
ま
し
た
。
到
着
し
た
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
空
港
で
は
、
す
べ
て
が
英
語
で
し
た

が
な
ん
と
か
入
国
審
査
を
終
え
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
と
対
面
し
ま
し
た
。
私
は
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
子
供
二
人
の
カ
ス
タ
ー

セ
ナ
家
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
滞
在
中
は

娘
の
モ
ニ
カ
と
一
緒
の
部
屋
で
し
た
。
モ
ニ
カ

の
部
屋
に
は
猫
＆
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
＆
蛇
が
い
て
、

蛇
に
は
び
っ
く
り
で
し
た
が
、
触
る
と
プ
ニ
プ

ニ
し
て
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
私
は
ず
っ
と
猫

の
ル
ビ
ー
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
寝
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
ニ
ッ
キ
ー
の
誘
い
で
ビ
ー
チ
に
行
き

ま
し
た
。
午
後
の
ビ
ー
チ
は
と
て
も
風
が
強
く

寒
か
っ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

　
二
日
目
は
時
差
ぼ
け
で
、
十
一
時
頃
ま
で
寝

坊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
起
き
た
ら
ニ
ッ

キ
ー
が
軽
食
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

私
が
一
番
行
き
た
か
っ
た
動
物
園
へ
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
三
日
目
は
、
二
日
ぶ
り
に
友
達
と
再
会
し
、

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
や
橋
等
の
観
光
を
し
ま
し
た
。

オ
レ
ゴ
ン
で
は
市
長
が
二
年
お
き
に
変
わ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
で
給
料
は
な
い
そ
う
で
す
。

次
に
遊
園
地
へ
行
き
、
昼
食
を
食
べ
、
遊
び
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
食
物
は
味
が
濃
い
と
思
い

ま
す
。
一
日
中
観
光
で
歩
き
疲
れ
ま
し
た
。

　
四
日
目
も
み
ん
な
で
観
光
で
し
た
。
バ
ン

ク
ー
バ
ー
砦
国
立
史
跡
で
は
、
オ
レ
ゴ
ン
州
の

歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
夕
方
は
、
教
会
で
パ
ー

テ
ィ
ー
で
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
招
待

し
、
練
習
し
た
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
緊
張
し
ま
し
た
が
う
ま
く
で
き
ま
し
た
。

き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

姉妹都市へ行ってきました！
～中学生の作文特集～

平成27年度
中学生オレゴン市派遣事業
平成28年３月19日～26日
中学生１、２年生８名　引率者３名
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五
日
目
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
最
終

日
で
し
た
。
野
球
好
き
の
マ
イ
ケ
ル
と
高
校
野

球
を
見
に
行
き
ま
し
た
が
、
雨
と
風
で
二
回
裏

で
帰
り
ま
し
た
。
そ
の
後 

モ
ー
ル
へ
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
い
、
お
土
産
を
買
い
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
の
モ
ー
ル
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

　
六
日
目
は
観
光
の
最
終
日
で
し
た
。
コ
ロ
ン

ビ
ア
川
と
、
大
き
な
滝
を
見
ま
し
た
。
コ
ロ
ン

ビ
ア
川
は
と
て
も
長
く
ど
こ
が
終
わ
り
か
全
く

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
対
岸
は
違
う
州
だ
そ

う
で
す
。
滝
は
も
の
す
ご
い
迫
力
で
真
下
で
は
、

水
し
ぶ
き
が
す
ご
か
っ
た
で
す
。

　
オ
レ
ゴ
ン
で
の
六
日
間
、
カ
ス
タ
ー
セ
ナ
家

に
は
と
て
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
英
語
が

う
ま
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
と
て
も
楽
し

く
過
ご
せ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
経
験
は
、

一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
は

色
々
違
い
が
あ
る
け
れ
ど
、
ア
メ
リ
カ
で
学
ん

だ
こ
と
を
将
来
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
オ
レ
ゴ
ン
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参
加
で
き

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

オ
レ
ゴ
ン
市
を
訪
問
し
て

尾
美
　
朱
夏

　
私
は
、
三
月
十
九
日
か
ら
八
日
間
、
立
科
町

と
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
オ
レ
ゴ
ン
州

オ
レ
ゴ
ン
市
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
知

識
、
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
訪
問
し

た
オ
レ
ゴ
ン
市
は
、
私
の
人
生
初
の
外
国
で
し

た
。

　
飛
行
機
で
九
時
間
三
十
分
ほ
ど
か
か
り
、
よ

う
や
く
ア
メ
リ
カ
の
土
を
踏
め
ま
し
た
。

　
到
着
後
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
と
自
己

紹
介
を
少
し
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
方
の
家
へ
向
か
い
ま
し
た
。
車
の
中
で

は
、
何
を
話
し
て
気
ま
ず
い
空
気
を
解
消
す
れ

ば
良
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
が
わ
か
り
ま
し
た
。
家
に
着
い
た

ら
、
中
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
昼
食
を
一
緒

に
と
り
ま
し
た
。

　
私
が
お
世
話
に
な
っ
た
家
は
、
末
娘
で
イ
ヤ

イ
ヤ
期
の
一
歳
半
ぐ
ら
い
の
ロ
ッ
シ
ー
タ
ち
ゃ

ん
、
四
歳
で
保
育
園
に
通
う
お
て
ん
ば
娘
の
ア

デ
ィ
リ
ン
ち
ゃ
ん
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
て
、

な
ん
と
漢
字
が
書
け
る
七
歳
の
カ
イ
ラ
ち
ゃ
ん

と
、
一
番
歳
上
で
下
の
妹
た
ち
の
世
話
を
よ
く

見
る
十
四
歳
の
ア
レ
ナ
ち
ゃ
ん
ら
子
供
四
人
と

だ
ん
な
さ
ん
と
お
く
さ
ん
の
六
人
家
族
で
し
た
。

　
一
日
目
と
二
日
目
は
、
英
語
が
伝
わ
ら
ず
、

聞
き
取
れ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
耳
が

慣
れ
た
こ
と
と
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
み
ん
な
が

ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
れ
た
の
で
、
だ
ん
だ
ん
意

思
の
疎
通
が
出
来
て
来
て
、
お
店
と
か
で
も
通

じ
た
と
き
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
生
活
に
慣
れ
て
き
て
、「
一
生
こ
の
家
で
過

ご
し
た
い
。」
と
、
初
日
と
全
く
違
う
気
持
ち

に
な
り
、
成
長
し
た
の
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

帰
る
の
に
二
日
な
の
で
、
残
さ
れ
た
時
間
は
あ

と
一
日
。
ふ
と
、
さ
び
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
全
く
違
う
人
生
を
生
き
て
来
て
、
た
ま

た
ま
こ
の
お
家
に
ス
テ
イ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
出
来
、
偶
然
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
私
は

ラ
ッ
キ
ー
で
、
感
謝
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
い
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
一
人
用
に
し
て
は

少
し
大
き
い
ふ
か
ふ
か
の
ベ
ッ
ト
で
最
後
の
夜

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
最
終
日
の
朝
、
ア
メ
リ
カ
で
、

こ
の
お
家
で
頂
く
、
最
後
の
朝
食
を
頂
き
ま
し

た
。
お
く
さ
ん
の
ク
レ
タ
さ
ん
が
朝
早
く
起
き

て
作
っ
て
く
れ
た
、
バ
タ
ー
の
風
味
が
ふ
わ
っ

と
口
の
中
で
と
け
、
外
は
焼
き
た
て
で
カ
リ
カ

リ
、
中
は
ふ
わ
ふ
わ
で
、
ほ
わ
ほ
わ
の
ブ
リ

オ
ッ
シ
ュ
と
、
い
ち
ご
の
ス
ラ
イ
ス
に
、
シ
ナ

モ
ン
ソ
ー
ス
。
そ
れ
と
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の

朝
食
で
し
た
。
こ
の
味
は
絶
対
に
忘
れ
ま
せ
ん
。

本
当
に
、
今
ま
で
食
べ
た
中
で
一
番
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

　
帰
り
の
飛
行
機
で
は
お
世
話
に
な
っ
た
ラ
イ

ト
家
へ
の
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
り
な
が
ら
帰
国

し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
今
後
絶
対
生
か
し
た

い
し
出
来
る
な
ら
、
も
っ
と
英
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ

に
な
っ
て
、
ま
た
会
い
に
行
き
た
い
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。

中
学
生
オ
レ
ゴ
ン
市

派
遣
を
終
え
て

佐
藤
優
芽
花

　
３
月
19
日
か
ら
８
日
間
、
立
科
町
代
表
と
し

て 

オ
レ
ゴ
ン
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
私
は
以
前

か
ら
海
外
の
生
活
や
文
化
、
伝
統
等
を
実
際

行
っ
て
体
験
し
た
い
と
思
い
、
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
で
は
日
本
の
文
化
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
、
福
笑
い
と
ソ
ー
ラ
ン
節
の

発
表
を
参
加
す
る
み
ん
な
で
計
画
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
の
方
々
、
先
生
方
、
家
族
の
見

送
り
の
中
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
出
発
し
ま
し

た
。

　
飛
行
機
か
ら
見
た
オ
レ
ゴ
ン
市
は
、
広
い
草

原
が
あ
り
、
家
も
小
さ
く
見
え
ま
し
た
。
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
空
港
で
は
オ
レ
ゴ
ン
市
の
方
や
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
出
迎
え
て
い
た
だ
き
、
温
か

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
到
着
式
の
後
、
私

は
ラ
イ
ト
家
へ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
イ

ト
家
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
と
４
人
の

娘
の
６
人
家
族
で
し
た
。
家
で
は
、
会
話
を
し

た
り
、
小
さ
い
子
供
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
て

過
ご
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ

ん
と
触
れ
合
い
、
会
話
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
の
で
、
ラ
イ
ト
家
で
過
ご
す
時
間
は

と
て
も
貴
重
な
時
間
で
し
た
。
自
分
の
英
語
力

で
は
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
部
分
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、
身
振
り
手
振
り
も
使
い
何
と
か
通
じ
た

と
き
は
す
ご
く
う
れ
し
く
、
も
っ
と
英
語
で
会

話
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
日
本
か
ら
持
参
し
た
浴
衣
を
着
て
も
ら
い
、

「Beautiful!

」
と
感
激
し
て
も
ら
っ
た
時
は
日

本
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
市
庁
舎
見
学
で
は
、
職
員
一
人
一
人
の
ス

ペ
ー
ス
が
広
く
、
日
本
の
あ
わ
た
だ
し
い
印
象

と
比
べ
、
ゆ
と
り
を
感
じ
ま
し
た
。
オ
レ
ゴ
ン

市
長
さ
ん
の
お
話
し
で
は
、
市
長
と
し
て
の
給

料
は
も
ら
っ
て
い
な
く
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。

　
日
本
と
の
違
い
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

お
店
や
食
べ
物
の
大
き
さ
が
ア
メ
リ
カ
は
と
て
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も
大
き
か
っ
た
で
す
。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
で
は

普
通
サ
イ
ズ
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
ド
リ
ン
ク
が

と
て
も
大
き
く
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、

大
き
な
ホ
ー
ル
ケ
ー
キ
や
衣
類
、
そ
れ
に
自
転

車
ま
で
売
っ
て
い
ま
し
た
。

　
滞
在
中
は
毎
日
が
充
実
し
て
い
て
、
日
本
で

は
味
わ
え
な
い
広
大
な
自
然
、
異
国
の
人
々
の

暮
ら
し
を
体
験
で
き
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

　
ラ
イ
ト
家
の
皆
さ
ん
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
所

へ
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
今
以
上
に
英
会
話
の
勉
強
を
し
て
、
お
世

話
に
な
っ
た
恩
返
し
が
し
た
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
立
科
町
が
交
流
を
深
め
て
き
た
歴
史
や
、

伝
統
を
引
き
継
い
で
、
私
が
で
き
る
お
手
伝
い

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
、
町
の
方
々
、

派
遣
の
仲
間
、
家
族
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で

す
。中

学
生
オ
レ
ゴ
ン
市

派
遣
事
業
を
う
け
て

寺
嶋
　
琴
音

　
オ
レ
ゴ
ン
市
派
遣
事
業
に
参
加
し
て
ま
ず
感

じ
た
こ
と
は
、
オ
レ
ゴ
ン
の
皆
さ
ん
の
優
し
さ

で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ジ
ャ
ッ
ケ
ル
さ

ん
一
家
に
は
、
い
つ
も
私
た
ち
の
こ
と
を
気
づ

か
っ
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
た

り
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。
私
は

そ
の
優
し
さ
に
心
が
暖
ま
り
、
私
も
優
し
さ
を

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
日

本
に
帰
っ
て
家
族
に
「
変
わ
っ
た
ね
。」
と
言

わ
れ
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

こ
の
事
業
に
参
加
し
な
け
れ
ば
私
は
変
わ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
食
べ
物
の
違
い
で
す
。
日
本
は

比
較
的
薄
味
で
す
が
、
オ
レ
ゴ
ン
で
は
味
が
濃

か
っ
た
で
す
。
量
も
違
い
ま
し
た
。
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
に
つ
い
て
く
る
ポ
テ
ト
も
驚
く
ほ
ど
の
量

で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
食
べ
き
れ
な
い
で

持
ち
帰
り
を
し
て
い
て
、
日
本
で
は
あ
ま
り
持

ち
帰
り
を
し
な
い
の
で
文
化
の
違
い
を
感
じ
ま

し
た
。
か
け
る
ソ
ー
ス
も
沢
山
で
し
た
。
自
分

も
試
し
て
み
る
と
、
こ
れ
も
こ
れ
で
有
り
だ
と

思
い
ま
し
た
。
毎
日
お
い
し
い
ご
飯
を
作
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
特
に
ワ
ッ
フ
ル
、
ロ
ー

リ
ー
さ
ん
手
作
り
の
ジ
ャ
ム
と
食
べ
る
と
す
ご

く
お
い
し
く
、
私
は
ジ
ャ
ム
が
一
番
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
日
本
の
ア
ニ
メ
、
マ
ン
ガ
の
人
気
に
も
驚
き

ま
し
た
。
本
屋
に
は
日
本
の
マ
ン
ガ
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
私
も
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
が
好
き
な
の

で
、
外
国
の
人
も
共
感
し
て
い
る
と
感
じ
、
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　
私
は
滞
在
中
、
質
問
に
答
え
ら
れ
な
い
こ
と

が
数
回
あ
り
、
自
分
か
ら
話
し
か
け
る
こ
と
も

な
か
な
か
で
き
ず
、
自
分
の
英
語
が
本
当
に
伝

わ
る
か
不
安
で
し
た
。
だ
か
ら
自
信
を
つ
け
、

自
分
か
ら
話
せ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
今
回
の
滞
在
で
、
私
が
オ
レ
ゴ
ン
へ
行
く
前

に
立
て
た
日
本
の
こ
と
を
教
え
た
い
と
い
う
目

標
は
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
や
金
閣
寺
な
ど
を
自
分
の
英
語
で
、
写

真
と
一
緒
に
説
明
を
し
て
、
理
解
し
て
も
ら
え

た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
オ
レ

ゴ
ン
の
学
生
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知

る
、
と
い
う
目
標
も
達
成
で
き
ま
し
た
。

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
は
家
族
の
よ
う
に

温
か
く
接
し
て
く
れ
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
私
は
と
て
も
心
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
事
業
を
計
画
し
て
く
だ
さ
っ
た

関
係
者
の
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
派
遣
事
業
で
の
経
験
、
思
い
出
は
一
生
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
生
か
し
て
こ
れ
か
ら

を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

オ
レ
ゴ
ン
滞
在
記野

本
　
怜
花

　
三
月
十
九
日
に
私
達
、
立
科
中
学
校
オ
レ
ゴ

ン
派
遣
留
学
生
は
オ
レ
ゴ
ン
州
へ
出
発
し
ま
し

た
。

　
今
回
の
派
遣
で
の
私
の
目
的
は
三
つ
あ
り
ま

し
た
。
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
肌
で
感

じ
、
日
本
の
文
化
を
ア
メ
リ
カ
の
皆
さ
ん
に
紹

介
す
る
事
で
す
。
次
に
友
達
を
作
る
事
で
す
。

そ
の
た
め
に
英
会
話
の
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
。

三
つ
目
は
、
自
分
の
英
語
力
が
ど
こ
ま
で
通
じ

る
の
か
試
し
て
み
る
こ
と
で
す
。

　
十
九
日
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
空
港
に
降
り
立
ち
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ジ
ャ
ッ
ケ
ル
さ
ん
に
お

会
い
し
ま
し
た
。
少
し
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
英

語
で
挨
拶
が
で
き
ま
し
た
。
ジ
ャ
ッ
ケ
ル
さ
ん

達
も
笑
顔
で
私
達
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
家
に
着
き
、
夕
食
を
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。

夕
食
の
ピ
ザ
は
生
地
か
ら
作
り
ま
し
た
が
、
お

母
さ
ん
が
生
地
を
大
き
く
す
る
た
め
に
手
で
く

る
く
る
回
し
て
い
る
の
を
見
た
時
、
本
物
の
ピ

ザ
職
人
み
た
い
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
四
日
目
に
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
砦
国
立
史
跡
に

行
き
ま
し
た
。
オ
レ
ゴ
ン
の
産
業
の
歴
史
を
学

べ
る
場
所
で
す
。
そ
の
中
で
、
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
毛
皮
倉
庫
で
し
た
。
オ
オ
カ
ミ
や
熊

の
毛
皮
で
帽
子
や
マ
フ
ラ
ー
を
作
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
そ
の
日
の
夕
方
は
、
教
会
で
ポ
ッ
ト

ラ
ッ
ク
デ
ィ
ナ
ー
を
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
お
母
さ
ん
達
の
手
作
り
料
理
を
ふ
る

ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
達
は

各
班
に
分
か
れ
て
ソ
ー
ラ
ン
節
と
福
笑
い
を
発

表
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
く
れ
る
よ

う
に
思
い
切
り
踊
り
ま
し
た
。
四
才
の
ア
デ
ィ

ソ
ン
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
踊
っ
て
く
れ
た

の
で
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
福
笑
い
は
、

女
の
子
五
人
と
ト
レ
バ
ー
先
生
が
や
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
マ
ン
ガ
の
目
が
付
い
て
い
る
ア
イ
マ

ス
ク
を
か
け
て
も
ら
っ
て
福
笑
い
を
し
た
ら
み

ん
な
大
笑
い
し
て
く
れ
て
と
て
も
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
発
表
の
後
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や

地
域
の
皆
さ
ん
に
「
ダ
ン
ス
上
手
だ
ね
」「
良

か
っ
た
よ
」
と
い
っ
ぱ
い
褒
め
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
一
日
目
に
比
べ
、
何
倍
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
皆
さ
ん
と
仲
が
深
ま
っ
た
の
で
最
終
日

は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
と
別
れ
る
の
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が
と
て
も
辛
か
っ
た
で
す
。
私
は
こ
の
体
験
を

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
や
将
来
に
活
か
し
て
行

き
た
い
で
す
。
ま
た
、
私
の
派
遣
留
学
で
の
三

つ
の
目
的
も
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
体
験
を
忘
れ
ず
活
か
し
、
そ
し
て
今
や
る

べ
き
事
を
行
動
に
移
し
て
い
き
た
い
で
す
。
今

回
の
体
験
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
大
切
さ
を

一
番
多
く
学
び
ま
し
た
。
失
敗
し
て
も
ま
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
事
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

中
学
生
オ
レ
ゴ
ン
市

派
遣
事
業
を
終
え
て

間
ケ
部
元
希

　
僕
は
中
学
生
オ
レ
ゴ
ン
市
派
遣
事
業
に
参
加

し
、
３
月
19
日
か
ら
８
日
間
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

オ
レ
ゴ
ン
市
へ
訪
問
し
ま
し
た
。
オ
レ
ゴ
ン
市

で
の
１
週
間
は
毎
日
が
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、

と
て
も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

　
ま
ず
僕
が
１
番
驚
い
た
こ
と
は
、
オ
レ
ゴ
ン

市
が
と
て
も
発
展
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

雄
大
な
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
オ

レ
ゴ
ン
市
に
は
、
た
く
さ
ん
の
建
物
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
周
り
に
は
広
大
な
草
原
や
、

山
々
が
見
渡
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
方
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
い
た
オ

レ
ゴ
ン
の
海
は
と
て
も
き
れ
い
で
、
ゴ
ミ
も
少

な
か
っ
た
で
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
オ
レ

ゴ
ン
の
自
然
の
美
し
さ
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
と
行
っ
た
動

物
園
に
は
、
と
て
も
た
く
さ
ん
の
動
物
が
い
て
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー
砦
は
、
窓

か
ら
大
砲
が
出
て
い
て
、
こ
れ
で
敵
を
追
い

払
っ
た
そ
う
で
す
。
す
ぐ
近
く
に
は
動
物
の
毛

皮
工
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
砦
の
責
任
者
を
し
て
い
た
ド
ク
タ
ー
ジ
ョ

ン
・
マ
グ
ラ
ー
フ
イ
ン
さ
ん
が
オ
レ
ゴ
ン
市
の

創
始
者
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
彼
は
「A 

Father of O
regon

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
ル
ト
ノ
マ
の
滝
に
も
行
き
ま
し
た
。
と
て

も
巨
大
な
滝
で
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
滝
の
近
く
に
は

お
み
や
げ
屋
な
ど
も
あ
り
、
観
光
客
で
と
て
も

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
見
て
き
た
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

外
国
の
文
化
に
関
わ
っ
て
僕
が
思
っ
た
こ
と
は
、

言
葉
の
壁
は
と
て
も
厚
い
け
れ
ど 

、
実
は
結
構

低
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
１
週
間
を
過
ご
す

中
で
英
語
を
使
っ
て
話
す
機
会
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
日
常
生
活
で
必
要
な
会
話
や
、
雑

談
な
ど
、
す
べ
て
を
自
分
の
言
葉
で
話
す
こ
と

は
と
て
も
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
身
振
り
手

振
り
、
表
情
な
ど
を
工
夫
し
て
会
話
を
す
れ
ば
、

意
思
の
疎
通
は
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
難
し
い
も
の

で
は
な
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
相
手
の
思
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
会
話
は
ど
ん
ど
ん
楽
し

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
オ
レ
ゴ
ン
市
は
と
て
も
の
ど
か
で
、
住
ん
で

い
る
人
か
ら
は
心
の
ゆ
と
り
が
感
じ
ら
れ
、
そ

こ
で
の
生
活
は
と
て
も
快
適
で
し
た
。
日
本
の

人
は
何
か
と
毎
日
忙
し
い
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
心
に
ゆ
と
り
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
素
敵

な
生
活
が
で
き
る
と
お
も
い
ま
し
た
。

　
オ
レ
ゴ
ン
市
で
の
１
週
間
は
本
当
に
楽
し
く
、

か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
て

い
き
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

オ
レ
ゴ
ン
市
へ
の

旅
を
通
し
て

櫛
田
　
美
沙

　
私
は
「
立
科
町
中
学
校
オ
レ
ゴ
ン
市
派
遣
事

業
」
の
代
表
と
し
て
、
三
月
十
九
日
か
ら
一
週

間
オ
レ
ゴ
ン
市
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。
私
は
飛

行
機
も
外
国
も
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
楽
し
み

な
思
い
と
、
空
港
や
ア
メ
リ
カ
で
迷
子
に
な
ら

な
い
か
、
英
語
が
し
っ
か
り
通
じ
る
か
と
い
う

不
安
が
あ
り
、
楽
し
み
と
不
安
で
心
が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
し
か
し
、
二
つ
の
不
安
は
杞
憂
で

し
た
。
空
港
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
迷
子
に
な
る

こ
と
は
な
く
、
英
語
も
手
や
物
を
使
っ
て
が
ん

ば
っ
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
今
回
オ
レ
ゴ
ン
市
に
行
く
に
あ
た
っ

て
目
標
と
し
て
い
た
、「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
た
く
さ
ん
話
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
」

こ
と
も
達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
達
は
、
私
達
に
色
々
な
話
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
分
か
ら
な
い
単

語
が
あ
る
と
す
ぐ
に
辞
書
で
調
べ
て
、
丁
寧
に

優
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
達
が

伝
え
た
い
こ
と
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た

時
も
、
私
達
の
こ
と
を
待
ち
最
後
ま
で
し
っ
か

り
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で

焦
ら
ず
落
ち
着
い
て
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

楽
し
い
話
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
目
標
だ
っ
た
「
異
文
化
に
つ
い

て
学
ぶ
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、
十
分
達
成
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
習
慣
を
学

ぶ
こ
と
は
で
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
毎

週
日
曜
日
に
ミ
サ
と
そ
れ
に
続
い
て
、
小
さ
な

子
供
達
が
聖
書
の
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。
難

し
そ
う
な
聖
書
を
皆
が
真
剣
に
勉
強
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
今
回
オ
レ
ゴ
ン
市
に
行
っ
て
、
良
か
っ

た
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
、
オ
レ
ゴ
ン
の
友
達
が
で
き
た
こ
と

で
す
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
川
や
マ
ル
ト
ノ
マ
滝
に

行
っ
た
時
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
け
で
な
く

他
の
人
と
も
た
く
さ
ん
話
す
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
友
達
も
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
一
週
間
で
自
分
の
成
長
が
感

じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
初
は
、
質
問

さ
れ
て
も
質
問
の
意
味
が
分
か
ら
ず
何
も
答
え

ら
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
と
Ｙ
Ｅ
Ｓ
、

Ｎ
Ｏ
で
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
後
半
に
は
自
分
か
ら
質
問
を
し
た
り
、

日
常
的
な
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
っ
た
一
週
間
で
こ
ん
な
に
も
英
語
が
上
達
す

る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
成
長
し
た

な
～
と
感
じ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
は
、
と
て
も
充
実
し

て
い
て
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
別
れ
る
時
は
、

も
う
帰
る
の
か
、
早
い
な
～
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「ツバキ文具店」
小川　糸（著）　幻冬舎（出版）
伝えられなかった大切な人への想い。ラブレター、
絶縁状、天国からの手紙…。鎌倉で代筆屋を営む鳩
子の元に、今日も風変りな依頼が舞い込んで来る。
……………………………………………………………………………
「向田理髪店」
奥田　英朗（著）　光文社（出版）
過疎化の進む北海道の炭鉱町。父から継いだ理髪店を営む53歳
の向田康彦は、次々に起こる町内でのトラブル解決に奔走する。
……………………………………………………………………………
「おうちでかんたんこうじづくり」
こうじのうたDVD絵本
小倉ヒラク＆コージーズ（作）　農山漁村文化協会（出版）
日本のごはんにかかせない、みそも、しょうゆも、お酒も、みり
んも、お酢も、みんな「こうじ」の力でできている。そんな「こ
うじ」づくりの工程を歌とダンスで紹介する。
……………………………………………………………………………
「のっぽのスイブル155」
こもり　まこと（作）　偕成社（出版）
東日本大震災をきっかけに息をふきかえした、水陸両用ブルドー
ザー「D155W」の物語。

図書室利用案内

●月曜日～土曜日　午前９時30分～午後６時
　　　　　　　　　　　 （土曜日は午後５時）
●日曜日・祭日　　午後１時～午後５時
＊お一人５冊まで２週間借りられます

開室時間

乳幼児のためのおはなし会
日時　８月31日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児～
大型絵本・パネルシアターなど

親子でお楽しみください！

お知らせ

図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。 教育委員会

立科町公民館（教育委員会  社会教育人権政策係）　有線 4000

おはなし会

「ちゅうりっぷの会」による

新着図書

　立科小学校は平成28年度開校40周年を迎えます。昨年度「立科小学校開校40周年記念事業実行委員会」を
設立し、各種事業を計画、実施しています。
　事業の一環として、「40周年記念誌」の作成を進めていますが、記念誌の発行にあたり「卒業生の写真とお
名前」を掲載させていただきます。
　掲載方法は下記のとおりです。

伝えられなかった大切な人への想い。ラブレター、
絶縁状、天国からの手紙…。鎌倉で代筆屋を営む鳩
子の元に、今日も風変りな依頼が舞い込んで来る。
…………………………………………………………………………… お知らせお知らせ

立科小学校開校40周年記念事業実行委員会より

立科小学校開校40周年記念誌発刊についてのお願い

　写真およびお名前は、記念誌掲載以外には一切使用いたしませんが、お名前の掲載を希望されない方は、平
成28年８月31日㈬までに次の連絡先までご一報ください。

①対 象 者　　平成18年度から平成27年度　卒業生
②掲載内容　　写　真　　クラスごとの集合写真　　１枚
　　　　　　　氏　名　　順不同
③写　　真　　モノクロ

開校40周年記念誌に関するお問合せ　立科小学校　電話56－3131　教頭　百瀬
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８月・９月 行事予定
立科町児童館　こども未来館情報

皆さんのご来館をおまちしています

教育委員会

※都合により内容等が変更となる場合がありますので、ご承知おきください。

詳しくは毎月発行しております、「なかよし広場だより」（未就園児向け）「こども未来館だより」（小学生向け）をご覧ください。

なかよし広場
★対象：  就園前のお子さんと 

保護者
★時間：午前10時30分～
★日程及び内容
８月25日（木）親子運動遊び
　　26日（金）ちびっこ広場

９月 １日（木）たまご広場（0,１歳児）
　　 ２日（金）ちびっこ広場（要予約）
　　 ８日（木）たまご広場（２歳児以上）
　　 ９日（金）ちびっこ広場
　　15日（木）親子運動遊び
　　16日（金）ちびっこ広場
　　29日（木）ママのリラックス広場（要予約）

文化伝承教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～　
【囲　碁】★日程：８月４日（木）（午後２時～）、９月１日（木）・15日（木）
【将　棋】★日程：８月25日（木）、９月８日（木）

水辺教室（要予約）
★対象及び時間：小学生（３年生～６年生）　午後１時30分～
★日程及び内容：８月３日（水）川の中の水生昆虫を調べてみよう

学習･スポーツ教室
★対象及び場所と時間：
　小学生（登録児童のみ）　立科小学校　午後３時～５時
★日程：８月24日（水）・31日（水）、９月21日（水）・28日（水）
★内容：  学習アドバイザーの先生方に、宿題や、予習・復習等を教

えていただきましょう。
　　　　  スポーツ教室は、学年の枠を越え、思いやりをもって、み

んなで仲良く楽しみましょう。

わくわく教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
★日程及び内容：８月 ８日（月）水鉄砲で遊ぼう（午後１時30分～）
　　　　　　　　　　22日（月）紙飛行機を作ってとばそう
　　　　　　　　９月 ５日（月）メダルを作ろう
　　　　　　　　　　12日（月）グループホーム訪問
　　　　　　　　　　26日（月）粘土遊びをしよう

カット＆タイ教室
★対象及び時間：小学生　午後２時～
★日程：９月30日（金）

ビーズ教室（要予約）
★対象及び時間：小学生　午前10時～
★日程及び内容：９月10日（土）未定

I
I
I
I
I
I
I
I

児童館
事業の
様子

なかよし広場 放課後子ども教室

茶道教室ちびっこ広場

茶道教室（要予約）
★対象及び時間：小学生　午前９時30分～
★日程及び内容：８月27日（土）
　茶道の礼儀作法を学びましょう。

エコ教室
★対象及び時間：小学生　午後１時30分～
★日程及び内容：
　８月 ２日（火）おひさまと遊びましょう
　　　18日（木）新聞紙で遊びましょう

お問合せ先　立科町こども未来館　電話56－0248　有線8888

アートチャレンジ教室（要予約）
★対象及び時間：小学生　午後１時30分～
★日程及び内容：８月９日（火）・10日（水）
　ピタゴラ装置を作って遊ぼう

レクリエーション教室（要予約）
★対象及び時間：小学生　午後１時30分～
★日程及び内容：  ８月19日（金） 

魚のつかみどり
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お
知
ら
せ

T
A
T
E
S
H
IN
A
 IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

第
19
回
長
野
県
障
が
い
者
文
化

芸
術
祭
「
展
示
作
品
」
募
集
中

　
障
が
い
者
の
作
品
を
展
示
・
紹
介
し
、
鑑
賞

を
通
し
て
豊
か
な
感
性
に
触
れ
る
こ
と
で
、
障

が
い
者
の
文
化
芸
術
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る

芸
術
祭
の
開
催
に
あ
た
り
展
示
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

開
催
場
所　
長
野
県
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
催
期
間　
９
月
17
日
㈯
～
18
日
㈰

応
募
資
格　

  

県
内
に
住
所
を
有
す
る
障
が
い
の

あ
る
方

応
募
期
限　
８
月
５
日
㈮

お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

役
場　
町
民
課　
福
祉
係

電
話　
５
６
─
２
３
１
１　
有
線　
２
３
１
１

（
作
品
の
規
格
等
不
明
な
点
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。）

※  

尚
、
芸
術
祭
に
て
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
に
選

出
さ
れ
た
作
品
は
後
日
開
催
さ
れ
る
「
長
野

県
障
が
い
者
文
化
芸
術
祭
優
秀
作
品
展
」
で

展
示
さ
れ
ま
す
。

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

長
野
県
財
務
事
務
所
の

相
談
窓
口
で
す
！

　
関
東
財
務
局
長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
財
務

省
の
総
合
出
先
機
関
と
し
て
、
地
域
の
皆
様
か

ら
の
相
談
を
、
無
料
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
迷
わ
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
だ
ま
さ
れ
な
い
で
。
危
な
い
投
資
勧
誘
。

●
電
子
マ
ネ
ー
を
悪
用
し
た
詐
欺
に
注
意
。

　
電
話　
０
２
６
─
２
３
４
─
５
１
２
５

●
借
金
の
返
済
で
お
悩
み
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
電
話　
０
２
６
─
２
３
４
─
２
９
７
０

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

司
法
書
士
に
よ
る
養
育
費
に

関
す
る
電
話
相
談
会

　
司
法
書
士
に
よ
る
「
取
決
め
が
な
く
て
も
Ｏ

Ｋ
。
全
国
一
斉　
養
育
費
相
談
会　
～
養
育
費

に
関
す
る
あ
な
た
の
悩
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い

～
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　
長
野
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
全
国
青
年

司
法
書
士
協
議
会
で
は
、
養
育
費
に
関
す
る
電

話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
８
月
７
日
㈰

　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

電
話　
０
１
２
０
─
５
６
７
─
３
０
１

　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
問
合
せ
先

長
野
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

電
話　
０
２
６
─
２
７
４
─
５
６
４
１

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

終
戦
当
時
、引
揚
者
の
方
々
か
ら
お
預
り

し
た
通
貨
・
証
券
等
を
変
換
し
て
い
ま
す

　
名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
か
ら
引

き
揚
げ
て
こ
ら
え
た
方
々
が
税
関
な
ど
に
預
け

ら
れ
た
通
貨
や
諸
検
討
を
お
返
し
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
な
お
、
引
き
取
り
手
が
な
く
保
管
さ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
数
あ
り
ま

す
。

　
返
還
請
求
・
お
問
合
せ
は
、
ご
本
人
は
も
と

よ
り
ご
家
族
の
方
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
心
当

た
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

保
管
証
券
等
の
返
還
の
ご
案
内
は
、
名
古
屋
税

関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

名
古
屋
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.custom

s.go.jp/nagoya/
返
還
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
等

●  

上
陸
地
の
税
関
又
は
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
等

●  

帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自
治
会
等
に

預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
等
の
う
ち
、
そ
の

後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

お
問
合
せ
先

財
務
省
名
古
屋
税
関　
監
視
部
監
視
通
関
部
門

住
所　
〒
４
５
５
─
８
５
３
５

名
古
屋
市
港
区
入
船
２
丁
目
３
番
12
号

電
話　
０
５
２
─
６
５
４
─
４
０
６
０

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
。）

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

放
送
大
学
平
成
28
年
度

第
２
学
期
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
、
様
々
な
年
代
や
職
業
の
人
達
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　
大
学
や
大
学
院
の
授
業
科
目
を
１
科
目
か
ら

気
軽
に
学
べ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

出
願
期
間　
６
月
15
日
㈬
～
８
月
31
日
㈬
※
必
着

お
問
合
せ
先

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

住
所　
〒
３
９
２
─
０
０
０
２

諏
訪
市
湖
岸
通
り
５
─
12
─
18

（
諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
）

電
話　
０
２
６
６
─
５
８
─
２
３
３
２

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp
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IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

い
の
ち
の
電
話　
電
話
相
談
員
募
集

―
第
20
期
養
成
講
座
―

　
あ
な
た
も
支
え
る
人
に
な
り
ま
せ
ん
か
！

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
悩
ん
だ
り
、
孤
独
や

不
安
に
陥
っ
た
り
、
生
き
る
目
標
が
見
え
な
く

な
っ
た
り
、
心
が
疲
れ
き
っ
て
自
分
を
見
失
っ

て
る
人
々
に
、
電
話
を
通
し
て
共
に
考
え
感
じ
、

援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

運
動
で
す
。

応

募
資
格　
20
歳
以
上
の
方
（
２
０
１
６
年
10

月
１
日
現
在
）
20
期
生
養
成
講
座
に
８
割
以

上
の
出
席
が
で
き
、
相
談
員
に
認
定
さ
れ
た

後
は
月
２
回
以
上
の
電
話
担
当
と
月
１
回
の

継
続
研
修
に
定
期
的
に
参
加
で
き
る
方
。

受
付
締
切　
８
月
27
日
㈯

お
問
合
せ
先

社
会
福
祉
法
人
長
野
い
の
ち
の
電
話　
事
務
局

電
話　
０
２
６
─
２
２
５
─
１
０
０
０

　
　
　
（
平
日
10
時
～
16
時
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.naganolifeline.com

/

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
の
ご
案
内

　
大
切
な
ご
家
族
が
ひ
き
こ
も
っ
た
と
き
、
ご

家
族
は
不
安
や
焦
り
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ

て
自
責
の
念
に
か
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

同
じ
悩
み
を
抱
え
る
家
族
同
士
で
語
り
合
い
、

関
わ
り
方
を
考
え
る
機
会
と
な
る
よ
う
教
室
を

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
時　

  

９
月
８
日
㈭　
午
後
１
時
30
分
～ 

 

３
時
30
分
（
受
付
午
後
１
時
か
ら
）

会
場　

  

佐
久
合
同
庁
舎　
４
階 

 

４
０
１
号
会
議
室

　
　
　
（
佐
久
市
跡
部
65
─
１
）

対

象
者　
ひ
き
こ
も
り
（
義
務
教
育
修
了
以

上
）
で
お
悩
み
の
ご
家
族

内
容　
⑴　

  

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員
に

よ
る
講
話

　
　
　
⑵　
家
族
交
流
会

　
　
　
⑶　
ま
と
め
・
第
２
回
目
に
向
け
て

お

申
込
み　
９
月
１
日
㈭
ま
で
に
佐
久
保
健
福

祉
事
務
所
へ
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

参
加
費　
無
料

お
問
合
せ
先

佐
久
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
健
康
づ
く
り
支
援
課　
保
健
師

住
所　
佐
久
市
跡
部
65
─
１

　
　
　
佐
久
合
同
庁
舎
内

電
話　
０
２
６
７
─
６
３
─
３
１
６
４（
直
通
）

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

「
小
諸
北
佐
久
医
療
・
介
護
連
携
推
進

協
議
会
設
立
総
会
」講
演
会
の
お
知
ら
せ

　
小
諸
北
佐
久
地
域
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ

た
地
域
や
自
ら
が
望
む
場
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て

の
世
代
が
と
も
に
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て
長
野
県
佐
久

保
健
福
祉
事
務
所
長
の
小
林
良
清
先
生
を
お
招

き
し
て
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
我
が
ま
ち
の
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
講
演
会
を
開

催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

日
時　
８
月
27
日
㈯

　
　
　
午
後
２
時
～（
受
付
午
後
１
時
30
分
～
）

場
所　
御
代
田
町

　
　
　
エ
コ
ー
ル
み
よ
た「
あ
つ
も
り
ホ
ー
ル
」

　
　
　
御
代
田
町
大
字
馬
瀬
口
１
９
０
１
─
１

講
演　

  「
高
齢
社
会
に
お
け
る
我
が
ま
ち
の
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

　
　
　

  

～
医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら

し
た
い
～

　
　
　
長
野
県
佐
久
保
健
福
祉
事
務
所
長

　
　
　
小
林　
良
清　
先
生

対
象　
住
民
・
医
療
、
福
祉
、

　
　
　
介
護
関
係
機
関
・
自
治
体
関
係
者

主
催　

  

小
諸
北
佐
久
医
療
・
介
護
連
携
推
進
協

議
会

　
　
　
小
諸
市
・
軽
井
沢
町
・
御
代
田
町
・

　
　
　
立
科
町
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教育委員会

　国会において、「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律」が成立し、平
成28年６月３日㈮に施行されました。
　本法律は、我が国において、近年、本邦外出身者に対する不当な差別的言動が行われている状況を受けて、こうし
た言動は許されないことを明確に宣言した上、基本理念を定め、国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、
相談体制の整備、啓発活動等の基本的施策を定め、差別的言動の解消に向けた取組を推進するものです。
　本法律の成立を受けて、ヘイトスピーチの解消の必要性について、皆様のご理解をいただきながら、本法律の趣旨
に沿った取組を推進してまいります。

人権が尊重される社会 人権だより 人権センター（社会教育人権政策係）

　
企
画
課
で
は
、
町
へ
の
移
住
を
促
進
す
る
た
め
の

シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
を
町
内
企
業
に
委
託
し
て
制
作

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
に
出
演
し
て
い
た
だ
く

エ
キ
ス
ト
ラ
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

⑴　
申
込
方
法

・  

以
下
の
内
容
を
記
載
の
う
え
、
電
子
メ
ー
ル
か
企

画
課
窓
口
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
①
名
前
（
ご
家
族
や
ご
友
人
と
の
応
募
も
可
）

　
②
住
所

　
③
応
募
理
由

・
申
込
先　

kikaku@
tow

n.tateshina.nagano.jp 

⑵　
締
切

　
８
月
12
日
㈮

⑶　
留
意
事
項

●
撮
影
時
期　
８
月
か
ら
11
月
を
予
定
し
て
い
ま
す

●
撮
影
場
所　
主
に
町
内
全
域

●
報
酬
に
つ
い
て

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
お
願
い
で
す
の
で
、
一

切
の
報
酬
は
発
生
し
ま
せ
ん

●
公
開
予
定　

　
町
移
住
促
進
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
制
作
中
）
と
動
画

サ
イ
ト
に
公
開
予
定

ヘイトスピーチ、許さない。

みんなの人権110番 0570-003-110
ヘイトスピーチによる被害など、人権に関する問題でお悩みの方はご相談ください。

　法務省の人権擁護機関では、現在、こうしたヘイトスピーチがあってはならないということを、皆さんに

御理解いただきやすい形で表した、より効果的な各種啓発活動に積極的に取り組んでいます。

　また、法務局では、職員や人権擁護委員（法務大臣から委嘱された民間の人たち）が、ヘイトスピーチ

による被害など、人権に関する問題について相談に応じています。

　なお、英語や中国語などの通訳を配置した「外国人のための人権相談所」を、特定の法務局（東京、

大阪、神戸、名古屋、広島、福岡、仙台、札幌、高松、松山）において曜日を指定して開設し、相談に応じて

います。（詳細は、http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken21.html）

法務省の人権擁護機関の取組

　近年、特定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動がいわゆるヘイトスピーチとして社会的関心を

集めています。こうした言動は、人々に不安感や嫌悪感を与えるだけでなく、人としての尊厳を傷つけたり、

差別意識を生じさせることになりかねません。一人一人の人権が尊重され、豊かで安心できる成熟した

社会の実現を目指す上で、こうした言動は許されるものではありません。

　人種等を理由とした差別の根絶に向けては、人種差別撤廃条約等に基づく国際的な取組が続けられ

ており、我が国としてもそれに応えていく必要があります。

　また、２０２０年東京オリンピック・パラリンピックの開催が決定し、外国人と接する機会は今後ますます増

加することが予想されます。

　民族や国籍等の違いを越え、互いの人権を尊重し合う社会を共に築きましょう。

法務省ホームページ「ヘイトスピーチ、許さない。」   http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00108.html

[ 人権啓発活動ネットワーク協議会ホームページ ]   http://www.moj.go.jp/jinkennet/

[ 人権啓発デジタルコンテンツ ]   http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00041.html

[ 人権ライブラリー]   http://www.jinken-library.jp/

特定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動を見聞きしたことがありますか。

こうした言動は、人としての尊厳を傷つけたり、

差別意識を生じさせることになりかねず、許されるものではありません。

違いを認め、互いの人権を尊重し合う社会を共に築きましょう。

ヘイトスピーチ、

法務省人権擁護局・全国人権擁護委員連合会

許さない。

立
科
町
移
住
促
進

シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー

エ
キ
ス
ト
ラ 

大
募
集

企
画
振
興
係

鋭意制作中！

立
科
町
移
住
促
進
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たてしな保育園の
子どもたち

公開保育に来たお友だちと新聞プールであそんだよ。お家ではできない新聞
のビリビリ裂きも園では大胆にできました。柔かい感触で気持ち良かったね!!

あひる組…田んぼでおたまじゃくしを見つけたよ。

「いっぱいいるね～。足がはえてるよ！」

ひ
よ
こ
組
…
運
動
あ
そ
び
の
先
生
と
楽

し
く
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
足
を
の

ば
し
て
ト
ン
ト
ン
ト
ン
！

お砂場にホースの水を流してどろ
んこあそび。穴を掘ったり、お池
に入ったり…思いきり遊んだよ♪
楽しかったね。

年少組

年中組

年長組

桑
の
実
取
り
に
行
き
ま
し
た
。

「
あ
ま
～
い
!!
」「
こ
ん
な
に
お

い
し
い
実
初
め
て
食
べ
た
よ
」

ま
た
行
こ
う
ね
。
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　６月26日㈰、193名の大勢の皆さんの参加のもと、
立科ゴルフ倶楽部において盛大に開催されました。
主な成績は次のとおりです。

第40回 町民ゴルフ大会開催

　第20回体育協会長杯争奪ゲートボール大会が、６
月20日㈪に権現山屋内運動場において開催されまし
た。今年は４チームが参加し、和気あいあいとした
雰囲気でゲートボールの試合を楽しみました。大会
結果は次のとおりです。

　　優　勝　　赤沢チーム
　　準優勝　　茂田井Ｂチーム
　　３　位　　茂田井Ａチーム
　　敢闘賞　　宇山チーム

第20回 体育協会長杯争奪ゲートボール大会

【レディースの部】
優　勝　　吉村　高子
準優勝　　田中　文子
３　位　　斉藤　セツ子

【グロスの部】
優　勝　　今井　博之
準優勝　　花岡　比佐雄
３　位　　保科　武美

【団体の部】
優　勝　　古町
準優勝　　野方
３　位　　愛川町

【ネットの部】
優　勝　　荻原　将太
準優勝　　岡本　徹
３　位　　児玉　敏幸

【シニアの部】
優　勝　　大久保　英昭
準優勝　　片桐　誠治
３　位　　平本　幸一

平成28年度　すずらん学級ゲートボール大会結果
　　優　勝　　茂田井Ｂチーム
　　準優勝　　茂田井Ａチーム
　　３　位　　宇　山　チーム

　７月３日㈰、梅雨晴れの下、公民館女性部研修を実施し
ました。今回は山梨県河口湖方面に向かい、各分館女性部
より総勢60名のご参加をいただきました。
　立ち寄った河口湖ハーブフェスティバルでは満開のラベ
ンダーと、富士山の絶景を望むことができました。

す 平ずらん学級ゲートボール
大会

成28年度 公民館女性部研修を
実施しました
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白樺高原
便り

白樺高原総合
観光センター

◆日　付：８月18日㈭～８月23日㈫
◆場　所：蓼科野外音楽堂
　「星降る高原の小さなコンサート」として
今年で30周年を迎える音楽祭。
　地元立科町の音楽家や各地で活躍するベテ
ラン演奏家をはじめ、国際コンクール上位入
賞の気鋭の若手演奏家など多彩な構成による
コンサートを６日間に渡って開催。
　プログラム、料金、時間など詳細はホーム
ページへ。
URL：http://tateshina-ongakusai.com
◆お問合せ先：蓼科音楽祭実行委員会　
　　　　　　　電話0267－55－7007

蓼科音楽祭

第２回 女神湖カヌー駅伝大会

　毎日暑い日が続いていますが、白樺高原では爽やかな風が流れています。
　蓼科ふれあい牧場では、小さくてかわいいミニブタや、うさぎたちが元気に遊
んでいます。蓼科第二牧場では、牛と馬の放牧が始まり、広大な草原でのんびり
過ごす姿が見られます。
　夏の爽やかな白樺高原へ
ぜひお出かけください。

◆日　付：９月11日㈰　　◆場　所：女神湖
　１～２人乗りのカヌーで女神湖をチーム（４人または８
人）で周回し順位を競います。前夜祭も開催されます。
清々しい季節の女神湖で、思いっきりパドルを漕ぎましょ
う。各スポーツチーム・初心者のエントリーも大歓迎。
　申込方法、参加料など詳細は下記まで。
◆お問合せ先：女神湖カヌー駅伝大会実行委員会　
　　　　　　　電話0267－55－6210

　夏の爽やかな白樺高原へ

イベントのお知らせ

　６月24日㈮　たてしな保育園の年長園児43名が幼
年消防隊に任命されました。任命式では、山浦団長か
ら辞令が交付され、隊員は「絶対に火遊びはしませ
ん」等の「防火の誓い」を元気に斉唱しました。

　６月４日㈯　佐久市駒場公園多目的グランドにおいて、
第24回佐久地区障がい者スポーツ大会が開催されました。
　エントリーした16名の選手の皆さんがそれぞれ競技に
参加、爽やかな汗を流しスポーツを通じた交流と親睦の
ひと時を過ごしました。

た 佐てしな保育園
幼年消防隊任命式

久地区障がい者スポーツ大会



28広報たてしな  2016年８月

Tateshina Tow
n P

ub
lic R

elations
2016.08

発
行

  V
O

L.510
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
U
RL http://w

w
w
.tow

n.tateshina.nagano.jp　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／
 E-m

ail:info@
tow
n.tateshina.nagano.jp　

■
印
刷
／
有
限
会
社
ヴ
ィ
ア
ン

■
発
行
／
立
科
町

■
編
集
／
立
科
町
広
報
編
集
委
員
会
/電
話
0267-56-2311 

〒
384-2305 長

野
県
北
佐
久
郡
立
科
町
大
字
芦
田
2532番

地
広
報
 た
て
し
な

地
球
環
境
保
全
の
た
め
、

植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

行　事　予　定 保　　　　　健　
1 月 特定健診（集団）、大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎検診
2 火 特定健診（集団）、大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎検診
3 水 特定健診（集団）、大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎検診
4 木 特定健診（集団）、大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎検診
5 金 特定健診（集団）、大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎検診

6 土 第27回町民まつり「立科えんでこ」
友好都市青少年県外交流事業（～8日）

8 月 特定健診（集団）、大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎検診
9 火 赤ちゃん相談室　H28.5月生
11 木 白樺高原花火大会
15 月 立科町成人式
19 金 第18回町長杯マレットゴルフ大会
21 日 少年スポーツ大会
23 火 パパママ教室、健診結果相談会（老人福祉センター）
24 水 健診結果相談会（老人福祉センター）

26 金
幼児健診
　１歳６ヵ月児健診　H27.1月～２月生
　３歳児健診　H25.5月～６月生
胃検診

27 土 第29回地域福祉推進町民大会
28 日 分館対抗球技大会
29 月 胃検診、健診結果相談会（総合観光センター）
30 火 胃検診
31 水 胃検診

８ 月町民カレンダー
● 町県民税（第２期）
● 国民健康保険税（第３期）
● 介護保険料：普通徴収（第５期）
● 後期高齢者医療保険料（第２期）

８月の納税

電 話 有 線
白樺高原総合観光センター 55－6201
中央公民館（事務室） 56－2311 4000
たてしな保育園 56－0022 2100
こども未来館（児童館） 56－0248 8888
老人福祉センター 56－1825 4091
立科温泉　権現の湯 56－0606 4126

連絡先

町のデータ６月 ６月１日～６月30日の状況

立科町役場  電話  56－2311  有線 2311
　　　　　  FAX  56－2310

人口 7,450（－  4） 出生 4
男 3,691（－  2） 死亡 7
女 3,759（－  2） 転入 11
世帯数 2,844（－  5） 転出 12

救急 出動件数 年間累計

交通事故 3 26
その他 33 203
合計 36 229

火災 発生件数 年間累計

建物火災 0 0
その他 1 4
合計 1 4

今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 18.7℃ 18.7℃
最高極日 29.8℃／30日 30.1℃／10年
最低極日 3.4℃／18日 7.4℃／10年

降　水　量 126.5mm 129.8mm
降水量（1～6月） 412.5mm 431.6mm
日 照 時 間 159.4時間 156.5時間

人 口 ７月１日現在（６月30日届出まで） （　  ）内は前月比

気　象

各種相談日
●結婚情報センター相談会
８月８日㈪
午後１時30分～３時30分
場所：老人福祉センター　機能訓練室
問 立科町社会福祉協議会
電話56－1825 

●無料法律相談
８月19日㈮
午後１時30分～４時30分
場所：老人福祉センター
相談員：土屋文男弁護士、笹井　隆
問 立科町社会福祉協議会
電話56－1825

緊急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570－08－8199

7 日 市川医院 小諸市 0267－25－1200
佐々木医院 小諸市 0267－22－0503
休日夜間軽井沢診療所 軽井沢町 0267－31－5057
岡田医院 佐久市望月 0267－53－2123
岡田歯科医院 小諸市 0267－25－4182

11 木 ひかり医院 小諸市 0267－22－8878
鳥山クリニック 小諸市 0267－26－0308
軽井沢病院 軽井沢町 0267－45－5111
栁澤医院 立科町 0267－56－1045
土屋歯科医院 軽井沢町 0267－45－4512

14 日 関医院 小諸市 0267－22－2205
桜井クリニック 小諸市 0267－26－1188
休日夜間軽井沢診療所 軽井沢町 0267－31－5057
川西赤十字病院 佐久市望月 0267－53－3011
小林歯科医院 小諸市 0267－25－3708

21 日 由井医院 小諸市 0267－22－0327
小岩井整形外科 小諸市 0267－26－6788
軽井沢病院 軽井沢町 0267－45－5111
土屋歯科クリニック 佐久市望月 0267－54－2317

28 日 須江医院 小諸市 0267－22－2060
鈴木医院 小諸市 0267－26－1212
休日夜間軽井沢診療所 軽井沢町 0267－31－5057
淺川歯科医院 小諸市 0267－23－4050

休日緊急当番医 ● 午前９時～午後５時
　 （歯科  午前９時～正午）


